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(57)【要約】
【課題】長時間にわたり使用し易い噛挟み具を提供する
こと、及び人の五感に対し機能作用を効果的に発揮する
機能器具又は端末等各種の被操作体を遠隔操作する操作
部を噛挟み具と同時に使用できる噛挟み具とその使用方
法を提供する。
【解決手段】噛み本体２を左右の奥歯で噛挟みする噛挟
み具１において、舌動部５の左右基部側に、噛み部２ａ
を口角接触部２ｋから後方に設けた噛挟み具１にすると
共に、上記噛挟み具１の外側非噛み部２ｓに取付杆７ｂ
を介し所定作用を奏する機能器具６を設けて使用するほ
か、噛挟み具１の噛み部２ａ又は舌動部５に噛みセンサ
２１ａや舌動センサ部２８を設けて、被操作体を遠隔操
作する操作部として使用することができる噛挟み具１の
使用方法にしている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　噛み本体（２）を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部（２ａ）
と、該左右の噛み部（２ａ）を湾曲した舌動部（５）を有して接続する内側非噛み部（２
ｂ）と、噛み部（２ａ）の外側に口角接触部（２ｋ）を有して形成される外側非噛み部（
２ｓ）からなる噛挟み具において、
　前記舌動部（５）の左右基部側に、噛み部（２ａ）を口角接触部（２ｋ）から後方に位
置させて設けることを特徴とする噛挟み具。
【請求項２】
　前記噛み本体（２）を銜えた姿勢において外側非噛み部(２ｓ)を、前後方向に広幅な方
形状又は楕円状断面にして外方端を頬より外側に位置する長さにすると共に、外側非噛み
部（２ｓ）の平面視における形状を、噛み部（２ａ）に連なる内方側より外方端側を広幅
にすることにより、外側非噛み部（２ｓ）の外方端側に摘み操作用の把持部（１０）を形
成することを特徴とする請求項１に記載の噛挟み具。
【請求項３】
　前記噛み部（２ａ）に連なる外側非噛み部（２ｓ）を、上向きに傾斜する口角接触部（
２ｋ）を形成してから曲げ谷部（２u）を介し頂部（２ｍ）を形成して下方に曲げ、頂部
（２ｍ）から下向きの把持部（１０）と床面(Ａ)に接地させる枕部３を形成することを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の噛挟み具。
【請求項４】
　噛み本体（２）を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部（２ａ）
と、該左右の噛み部（２ａ）を湾曲した舌動部（５）を有して接続する内側非噛み部（２
ｂ）と、噛み部（２ａ）の外側に口角接触部(２ｋ）を有して形成される外側非噛み部（
２ｓ）からなる噛挟み具の使用方法であって、
 前記噛み本体（２）の外側非噛み部（２ｓ）に対し、取付杆（７ｂ）を介し鼻部、顎部
、眼部、耳部等の感覚器官部に、感覚刺激の付与又は治療又は状態観察等の所定作用を奏
する機能器具（６）を設けることにより、噛み本体（２）を銜えた噛挟み時に、当該機能
器具（６）を感覚器官部に接触又は近接状態で支持させて使用することを特徴とする噛挟
み具の使用方法。
【請求項５】
　噛み本体（２）を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部（２ａ）
と、該左右の噛み部（２ａ）を湾曲した舌動部（５）を有して接続する内側非噛み部（２
ｂ）と、噛み部（２ａ）の外側に口角接触部（２ｋ）を有して形成される外側非噛み部（
２ｓ）からなる噛挟み具の使用方法であって、
 前記噛み本体（２）に、口動作による操作信号をコントローラ（２６ｂ）に伝えて被操
作体を操作する操作部（２６ａ）を設けることにより、噛挟み姿勢で操作部（２６ａ）を
操作し機能器具（６）又は車イスや作業車両又は玩具やゲーム機器又は端末機やロボット
又は電気家電又は照明器具等の被操作体を遠隔操作して使用することを特徴とする噛挟み
具の使用方法。
【請求項６】
　噛み本体（２）を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部（２ａ）
と、該左右の噛み部（２ａ）を湾曲した舌動部（５）を有して接続する内側非噛み部（２
ｂ）と、噛み部（２ａ）の外側に口角接触部（２ｋ）を有して形成される外側非噛み部（
２ｓ）からなる噛挟み具の使用方法であって、
 前記噛み本体（２）の舌動部（５）に、舌の動作を検知する舌動センサ部（２８）を設
けることにより、噛挟み姿勢で舌によって舌動センサ部（２８）を操作し、機能器具(６)
又は車イスや作業車両又は玩具やゲーム機器又は端末機やロボット又は電気家電又は照明
器具等の被操作体を遠隔操作して使用することを特徴とする噛挟み具の使用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、噛み本体を口に銜え左右の奥歯で噛挟みしながら滑舌や笑顔等のトレーニン
グを可能とする噛挟み具、及び噛挟み具に鼻・耳・口等の顔感覚器官に所望の処置や刺激
、又は各種の作用を付与する機能器具等を設けて使用できる噛挟み具の使用方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表声（地声）による音域を拡げるためのトレーニングに使用される発声トレーニ
ング器具は、特許文献１に示されるものが既に公知である。この発声トレーニング器具は
、肉厚が５～２０ミリの範囲内の２つの噛挟部を延出部で繋いで平面視Ｕ字状に構成する
ことにより、２つの噛挟部の全体を口の中に挿入した状態で、両者を上下左右の奥歯で同
時に噛むと共に、両延出部を前唇の外に張り出し保持した状態で、表声の音域を拡げるよ
うに発声トレーニングをするものである。
　また口腔内に滴形状の口腔体を入れた状態で発声練習をする発声練習具は、特許文献２
に示されるものが既に公知である。
【０００３】
　一方、手軽な発声トレーニング具として、口奥で横向きに銜える噛挟み具としての滑舌
棒とそのトレーニング方法が、例えば非特許文献１に紹介されているように既に公知であ
る。記載されている滑舌棒は、直径１センチ程度の円柱状の木製棒を１４～１５センチの
長さに切ったものであり、これを前歯側や奥歯で軽く噛んだ噛挟み状態で、例えば「ブラ
ジル人のミラクルビラ配り」、「柿の木栗の木かきくけこ」など、種々のフレーズを繰返
し声に出して唱えると、舌筋と口輪筋が素早く正確に動くようになり、きれいな子音発声
に効果的であるとされている。また口角を上げる笑顔トレーニングになること、このとき
「あいうえお」等と発声練習を同時にすると、口角筋や口輪筋等の顔の表情筋（顔筋）を
鍛えながら、よい笑顔習慣や口元を美しく躾ける明るい笑顔美人を目指すことができる。
そして、きれいな発音会話を通し相手に笑顔と快適な印象を与え、また美と健康と人材育
成によって人間関係をいきいきと良好にし、ビジネスを好結果にするとされている（非特
許文献１中、福澤明・平林都氏提唱）。
【０００４】
　そして、上記非特許文献１に示される滑舌棒が有する欠点を改良した技術が、特許文献
３に記載された噛挟み具の一例として発声トレーニング具が公知になっている。
　この特許公報中には、噛み本体に対し大径な円錐駒状をなす枕部を噛み部に連なる外側
非噛み部に設けることにより、噛挟み具を口から外した非使用時に、枕部を床面に接地さ
せて衛生的な使用を可能にすると共に、枕部を摘み把持する把持部にして使用し易くする
ことが記載されている。また内側非噛み部を前方に向け湾曲させて舌動部を設けることに
より、噛挟み時に舌の上下動作を自由にしながら噛挟み具の前側移動を規制しトレーニン
グを容易にすることも記載されている。
　さらに、特許文献３には、噛挟み具を銜える滑舌・笑顔・顔筋等の各種トレーニングの
効能例の一部が記載されている。即ち、現代の脳科学的な知見によれば、顔筋や口筋運動
は、脳内血流を活性させ海馬への血流増加を促すため、集中力や記憶活性及び学力等の向
上と認知症予防等にも効果があること。病理学解剖学的な知見によれば、鼻解し運動や鼻
孔を広げ鼻呼吸を促進し睡眠時無呼吸症候群の改善、及び唾液分泌を促進しドライマウス
症候群等を改善し免疫力の向上が期待される等である。
　そして、近年の脳研究と潜在意識研究等の知見によれば、「口角部を上げたり拡張する
動作や意識は、脳にとっては笑顔・覚醒・爽快状態であり、いま幸せであると反射的に認
知する。」とマスコミやテレビで報道されているように、笑顔状態を持続させることの重
要性、及び滑舌筋や口輪筋並びに眼輪筋や鼻筋等の顔筋を鍛えることの必要性が、人の感
覚感性を高め保持しアンチエイジング上からも広く指摘されている。
　一方、メンタルやリハビリ・ケア分野では、「５感や意識をトレーニングによって磨い
て感覚を広げる生き方をする。これが自分をよく変える力になりよい人生を創造する。」
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と言われている。そして、この５感を司る感覚器官は顔に多く存在していることから、滑
舌や顔筋を鍛えることができる滑舌棒等の噛挟み具を使用する有効性が注目されている。
つまり口に銜え奥歯で噛挟む噛挟み具は、顔の感覚器官や呼吸器官等に適度ないい負荷を
付与することから細胞活性と脳反射活性作用を増幅するとされ、この観点からも、使用し
易く且つ自発的なトレーニングを誘発し易い滑舌棒等の噛挟み具と、その有効利用と普及
手段並びに使用方法の研究が希求される。
　そこで本件出願人は、上記のような効能を自主的に奏し易い噛挟み具を提供すること、
及び該噛挟み具と共に同時に五感に対し、機能作用を効果的に発揮しながら使用できる機
能器具の使用方法の必要性が顕在化した。さらに、長時間の噛挟みができる噛挟み具は、
口動作による操作信号によってロボットや端末等各種の被操作体を遠隔操作する操作部と
して相乗効果を有して使用できるので、この必要性を試みたとき、特許文献４に示される
ような、口腔内で操作する電子機器入力用端末デバイスの技術が既に公知であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２９３５２８号公報
【特許文献２】実開昭６２－８１９７５号公報
【特許文献３】特開２０１５－１６６８０３号公報
【特許文献４】特開２００１－２４３０１１号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】書籍「賢人の話し方」（株式会社幻冬舎発行）、ページ１２４，１２５
、ページ１４２，１４３，１４６，１４７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記特許文献１に示される発声トレーニング器具は、Ｕ字形状の延出部が唇を開いて前
方に突出するものであり、また特許文献２の発声練習具もカバーや突出体が口腔内から前
方に突出するものであるため、例えば、机上での勉強や読書並びに新聞を読むとき、及び
散歩やジョギング並びにスポーツ等の各種身体運動や掃除等任意な日常作業を行ないなが
ら発声トレーニングをするとき、口前方に突出する突出部分が視界内に入ることから邪魔
になると共に、顎の動きに伴い噛挟み位置がずれる欠点がある。
【０００８】
　非特許文献１で紹介される真直な棒状体の滑舌棒は、イギリスシェイクスピア演劇で実
践されてきた滑舌訓練法のツールとして伝来したもので、口に横向き（左右方向）に銜え
て噛挟みしながら、噛み部の両外側の外側非噛み部を口角部から外方に突出して使用する
ので、口角部や唇側に接触刺激(負荷)を付与し口輪筋等を鍛えることができ、滑舌や笑顔
に有効な顔筋トレーニングになることや各種の呼吸法も併せて行うことができるものであ
る。
　然しながら、この滑舌棒は、円柱木製棒等の真直な棒状体を、単に口に銜えたまま発声
及び唇等の運動をするものであるため、上下の歯列の奥歯側で噛挟みをする場合に、左右
の噛み部の間に位置する内側非噛み部が舌の上下方向の動きを規制すること、及び噛挟み
を緩めると、滑舌棒が口角後縁側の押接反力(口角後退反力)によって奥歯側の噛挟み位置
から前側にずれ移動し、口角部から離れて笑顔状態の口角接触刺激を失い適正噛挟み位置
での滑舌練習を不十分にすると共に、滑舌トレーニング等を楽しく継続することに抵抗や
飽きを生じ易い欠点がある。
【０００９】
　また特許文献３に示される滑舌棒は、真直な棒状体の内側非噛み部を前方に向けて湾曲
した舌動部を設け、舌の上下動を自由にしながら前側移動を規制し、噛み位置の大きな位
置ずれを防止した噛挟み使用を行うことができるので、使用者はトレーニングに専念し易
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くなって明るく前向きな思考を継続することができると共に、噛挟み具を外した際にスッ
キリとした使用満足感と覚醒感を味わうことができる利点がある。
　然しながら、この滑舌棒は、舌動部の左右端で噛み部と口角接触部と外側非噛み部とを
同位置で横一直線となし一連に形成しているため、使用者が左右の噛み部をより奥側の奥
歯(以下単に最奥歯と言う)で噛挟んで滑舌棒を安定的に噛挟みしようとするとき、噛み部
に横一直線で隣接する口角接触部が口角後縁を後方に向けて大きく押圧することになるの
で、口角部に痛みを伴うと共に長時間の使用が困難になる。
　つまり、従来の滑舌棒は最奥歯側で噛挟みをする場合には、口角後縁に対し左右の手で
把持部を摘み持ちし後方に押し付けながら最奥歯側で噛み部を強く噛挟み保持した状態で
、唇を動かして滑舌トレーニングを行なうが、このとき顎を上下に動かす噛挟み運動によ
って噛挟みを緩めるとき、口角部が元の位置に復帰する大きな口角押接反力によって、滑
舌棒が前側に移動し噛み位置がずれて最奥歯側で噛挟みする適正噛挟みができなくなる。
このためトレーニング中に使用者は、適正噛挟み姿勢への噛み直し操作を両手を使って頻
繁に行わねばならないことや、口を半開きに開けて口輪筋や舌筋等の口筋力を高める舌の
上下反発運動や、舌先を震わせて発声するタングトリルボイストレーニングも困難にする
等の欠点がある。
【００１０】
　さらに、噛み本体の表面形状が丸い真直棒や、外側非噛み部の外端側が鼓型形状や分厚
い把持部で、口角部のすぐ横に突出して位置するものである場合には、噛挟み具を最奥歯
側で噛挟みし且つ左右の口角後縁に均等に接当させる適正噛挟み姿勢にするとき、腕を自
然の動作で曲げた状態での指によっては摘まみ難いことから、摘み操作が非能率になると
共に把持部を意識して慎重に摘まむ必要があることから、噛挟み操作が面倒でトレーニン
グの継続や習慣化を困難にする等の問題がある。
　従って、口腔の生理機能（構音・呼吸・唾液分泌・咀嚼・味覚等の感覚器官）の向上や
改善に有効な口腔装置として、また顔筋鍛錬や滑舌向上用の滑舌棒として噛挟み具の使用
成果を上げたい場合に、自発的な意識の集積(自発トレーニング時間の長さ)と、噛挟み具
を口に着脱して銜える口角部への刺激の回数(銜え刺激回数)を大きくし難いことから、構
音や呼吸・唾液分泌等の各トレーニングを能率よく発揮し難い等の課題がある。
【００１１】
　一方、特許文献４に示される、口腔内で操作する電子機器入力用端末デバイスの技術噛
は、舌の動きによってパソコン等の被操作体を身障者等人の不自由な部分を肩代わりして
操作することができる利点がある。然しながら、使用者の操作性に伴う継続疲労を最小限
にすることを目指しながら十分ではなく、構造が煩雑化すると共に誤操作を低減すること
に困難性を伴う欠点がある。つまり、特許文献４による操作部は半球形ドーム状のマウス
ピースを舌の上に直接的に載せて口前側で挟み支持した状態で、舌によってカーソル移動
コントローラ(センサスイッチ)を操作するものであるため、例えば使用者が口を開けて挟
み支持を弱くしたとき、マウスピースが不慮に動くことから操作手段の誤操作を伴い易い
等の欠点と、誤操作防止のために常時的に口を閉じるための操作性維持に伴う早期継続疲
労を生じる等の問題がある。
　尚、トレーニング時に使う言葉やフレーズは、在来のもののほか音読み発声に勝れ、そ
の語彙がよいイメージや記憶を形成して潜在意識に入り易く、且つ各自のビジネスや人生
創造に役立つキーワードであることが望ましく、例えば、「明強優美・満快楽気、柔和良
華工利・勇遊勉、感創学・仁義智信、ユウユウ・イキイキ・ワクワク・ワッハッハ・元笑
(現象)」等の簡明な創作キーワードや、音読リズムに勝れた格言や詩歌等の開発と備えが
重要になりトレーニングソフト面で新規な課題がある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するための本発明は、第１に、噛み本体２を口に銜え左右の奥歯で噛挟
みする噛厚と長さを有する噛み部２ａと、該左右の噛み部２ａを湾曲した舌動部５を有し
て接続する内側非噛み部２ｂと、噛み部２ａの外側に口角接触部２ｋを有して形成される
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外側非噛み部２ｓからなる噛挟み具１において、
　前記舌動部５の左右基部側に、噛み部２ａを口角接触部２ｋから後方に位置させて設け
ることを特徴としている。
【００１３】
　第２に、前記噛み本体２を銜えた姿勢において外側非噛み部２ｓを、前後方向に広幅な
方形状又は楕円状断面にして外方端を頬より外側に位置する長さにすると共に、外側非噛
み部２ｓの平面視における形状を、噛み部２ａに連なる内方側より外方端側を広幅にする
ことにより、外側非噛み部２ｓの外方端側に摘み操作用の把持部１０を形成することを特
徴としている。
【００１４】
　第３に、前記噛み部２ａに連なる外側非噛み部２ｓを、上向きに傾斜する口角接触部２
ｋを形成してから曲げ谷部２ｕを介し頂部２ｍを形成して下方に曲げ、頂部２ｍから下向
きの把持部１０と床面Ａに接地させる枕部３を形成することを特徴としている。
【００１５】
　第４に、噛み本体２を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部２ａ
と、該左右の噛み部２ａを湾曲した舌動部５を有して接続する内側非噛み部２ｂと、噛み
部２ａの外側に口角接触部２ｋを有して形成される外側非噛み部２ｓからなる噛挟み具の
使用方法であって、
前記噛み本体２の外側非噛み部２ｓに対し、取付杆７ｂを介し鼻部、顎部、眼部、耳部等
の感覚器官部に、感覚刺激の付与又は治療又は状態観察等の所定作用を奏する機能器具６
を設けることにより、噛み本体２を銜えた噛挟み時に、当該機能器具６を感覚器官部に接
触又は近接状態で支持させて使用することを特徴にしている。
【００１６】
　第５に、噛み本体２を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部２ａ
と、該左右の噛み部２ａを湾曲した舌動部５を有して接続する内側非噛み部２ｂと、噛み
部２ａの外側に口角接触部２ｋを有して形成される外側非噛み部２ｓからなる噛挟み具の
使用方法であって、
前記噛み本体２に、口動作による操作信号をコントローラ２６ｂに伝えて被操作体を操作
する操作部２６ａを設けることにより、噛挟み姿勢で操作部２６ａを操作し機能器具６又
は車イスや作業車両又は玩具やゲーム機器又は端末機やロボット又は電気家電又は照明器
具等の被操作体を遠隔操作して使用することを特徴としている。
【００１７】
　第６に、噛み本体２を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有する噛み部２ａ
と、該左右の噛み部２ａを湾曲した舌動部５を有して接続する内側非噛み部２ｂと、噛み
部２ａの外側に口角接触部２ｋを有して形成される外側非噛み部２ｓからなる噛挟み具１
の使用方法であって、
前記噛み本体２の舌動部５に、舌の動作を検知する舌動センサ部２８を設けることにより
、噛挟み姿勢で舌によって舌動センサ部２８を操作し、機能器具６又は車イスや作業車両
又は玩具やゲーム機器又は端末機やロボット又は電気家電又は照明器具等の被操作体を遠
隔操作して使用することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１８】
　上記課題を解決するため本発明の噛挟み具及びその使用方法は、
　請求項１の発明によれば、噛み本体を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有
する噛み部と、該左右の噛み部を湾曲した舌動部を有して接続する内側非噛み部と、噛み
部の外側に口角接触部を有して形成される外側非噛み部からなる噛挟み具において、前記
舌動部の左右基部側に、噛み部を口角接触部から後方に位置させて設けることにより、
噛挟み具は、使用者が左右の口角接触部を左右の口角後縁に接当させて口に銜えたとき、
口角後縁の側方にある奥歯から後方の奥歯によって噛み部を速やか且つしっかりと噛挟み
をすることができ、口角接触部が口角後縁を押接する際に痛みや強い口角押接反力を生ず
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ることなく、笑顔状態の口角接触刺激を好適に付与しながら適正噛挟み姿勢を維持するこ
とができる。従って、使用者は噛挟み具を銜えて行う長時間の自発トレーニングと銜え刺
激回数を増大し易くすると共に、トレーニングに専念し易くなって明るく前向きな思考を
継続することができる。また噛挟み具を外した際にスッキリとした使用満足感と覚醒感を
味わうことができる等の特徴がある。
【００１９】
　請求項２の発明によれば、前記噛み本体を銜えた姿勢において外側非噛み部を、前後方
向に広幅な方形状又は楕円状断面にして外方端を頬より外側に位置する長さにすると共に
、外側非噛み部の平面視における形状を、噛み部に連なる内方側より外方端側を広幅にす
ることにより、外側非噛み部の外方端側に摘み操作用の把持部を形成することにより、
噛挟み具は銜えた噛挟み姿勢において、摘まみ易い広幅な把持部を口から遠ざかる先端位
置で頬の前方側方に臨ませるので、使用者の視界を邪魔することなく使用できると共に、
噛挟み具を口に挿脱する際に把持部を指摘まみし易いため、噛挟み具の装着並びに取外し
作業を速やか且つ容易にすることができる。また噛挟み具は、把持部の外方端側を広幅に
するため、把持部を利用して各種の機能器具を取付け易くすることができる。
【００２０】
　請求項３の発明によれば、噛み部に連なる外側非噛み部を、上向きに傾斜する口角接触
部を形成してから曲げ谷部を介し頂部を形成して下方に曲げ、頂部から下向きの把持部と
床面に接地させる枕部を形成することにより、
枕部を接地させ仮置き状態にしたとき噛挟み具は、使用者が曲げ谷部と床面との間に大き
く形成される空間部に指を差入れて、外側非噛み部を把持部として速やかに摘み把持し持
ち上げることができると共に、適正噛挟み姿勢にし易くすることができる。
【００２１】
　請求項４の発明によれば、噛み本体を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有
する噛み部と、該左右の噛み部を湾曲した舌動部を有して接続する内側非噛み部と、噛み
部の外側に口角接触部を有して形成される外側非噛み部からなる噛挟み具の使用方法であ
って、前記噛み本体の外側非噛み部に対し、取付杆を介し鼻部、顎部、眼部、耳部等の感
覚器官部に、感覚刺激の付与又は治療又は状態観察等の所定作用を奏する機能器具を設け
ることにより、噛み本体を銜えた噛挟み時に、当該機能器具を感覚器官部に接触又は近接
状態で支持させて使用することができるため、
口に銜えた噛挟み具は、顔や頭部の所望位置に作用させる機能器具を、他所に取付けて保
持することなく、噛挟み具を銜える動作によって顔に簡単に装着できると共に、そのまま
携帯移動しながら利便性を有して使用できるので、所望機能を簡潔な構成によって発揮し
易くすることができる。従って、前記口腔の生理機能の向上や改善並びに感覚器官の強化
や疾病予防に有効な医療関係器具、又は新規な口腔装置として使用することができると共
に、装置の使用方法の拡大構築も期待することができる。
【００２２】
　請求項５の発明によれば、噛み本体を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有
する噛み部と、該左右の噛み部を湾曲した舌動部を有して接続する内側非噛み部と、噛み
部の外側に口角接触部を有して形成される外側非噛み部からなる噛挟み具の使用方法であ
って、前記噛み本体に、口動作による操作信号をコントローラに伝えて被操作体を操作す
る操作部を設けることにより、噛挟み姿勢で操作部を操作し機能器具又は車イスや作業車
両又は玩具やゲーム機器又は端末機やロボット又は電気家電又は照明器具等の被操作体を
遠隔操作して使用することができるため、
噛挟み姿勢で操作部を操作し所望の被操作体を遠隔操作するとき、操作部を噛挟み具の噛
挟み姿勢によって安定支持し使用者が手又は足を使うことなく、被操作体の操作を口動作
によって行うことを可能にする。さらに、操作部になる噛挟み具は、ゲームや端末やロボ
ット等の興味をひく被操作体の操作を通し、滑舌や顔筋等のトレーニングも自ずと行うこ
とができるので、噛挟み具の普及使用を促進しながら、顔感覚器官の改善やケアを通し心
身の感性感覚を活性し易くできる。



(8) JP 2017-146400 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

【００２３】
　請求項６の発明によれば、噛み本体を口に銜え左右の奥歯で噛挟みする噛厚と長さを有
する噛み部と、該左右の噛み部を湾曲した舌動部を有して接続する内側非噛み部と、噛み
部の外側に口角接触部を有して形成される外側非噛み部からなる噛挟み具の使用方法であ
って、前記噛み本体の舌動部に、舌の動作を検知する舌動センサ部を設けることにより、
噛挟み姿勢で舌によって舌動センサ部を操作し、機能器具又は車イスや作業車両又は玩具
やゲーム機器又は端末機やロボット又は電気家電又は照明器具等の被操作体を遠隔操作し
て使用することができるので、
　奥歯によって噛挟み支持される噛挟み具によって使用者が舌動操作できる口腔内位置に
、舌動センサ部を確実に支持することができる。また適正噛挟み姿勢にできる噛挟み具に
舌動センサ部設けた操作手段は、長時間にわたり誤操作なく正確に操作することができる
ので、操作性に伴う早期継続疲労の発生を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係る噛挟み具の全体斜視図を示し、且つこの噛挟み具に各種の機能器具
を設けて使用する噛挟み具の使用方法を模式的に示す斜視図である。
【図２】噛挟み具を装着部材を利用して噛挟み支持すると共に、この噛挟み具に各種の機
能器具を取付けて使用する態様を示す側面図である。
【図３】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具と、機能器具の別の使用態様を示す分解斜
視図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具と、この噛挟み具に機能器具を設ける使用
態様を示し、（ａ）は噛挟み具の斜視図、（ｂ）はこの噛挟み具とその使用態様を示す側
面図である。
【図５】本発明に係る噛挟み具を意匠出願と同様な作図法によって示し、（ａ）は平面図
、（ｂ）は低面図、（ｃ）は正面図、（ｄ）は背面図、（ｅ）は右側面図(左側面図は対
称であり省略する。)、（ｆ）は（ｄ）の(ア)、(イ)、(ウ)、(エ)線による各断面図であ
る。
【図６】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は全体斜視図、（ｂ
）は（ａ）の使用状態を示す平面図、（ｃ）は（ａ）の別実施形態に係わる噛挟み具の一
部断面平面図であり、（ｄ）は（ｂ）の側面図であり、（ｅ）は（ｃ）の噛み本体の一部
断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は一部断面をした全
体平面図、（ｂ）は（ａ）の一部断面背面図、（ｃ）は（ｂ）のａ－ａ線断面図、（ｄ）
は（ａ）の別実施形態に係る噛挟み具の全体斜視図である。
【図８】本発明の他の実施形態に係る発声トレーニング器具とその使用態様を示す斜視図
である。
【図９】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は全体斜視図、（ｂ
）は（ａ）の側面図である。
【図１０】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は全体斜視図、（
ｂ）は（ａ）の側面図、（ｃ）は（ａ）の一部の構成を示す背面図である。
【図１１】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は全体斜視図、（
ｂ）は（ａ）の側断面図である。
【図１２】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は全体斜視図、（
ｂ）は（ａ）の側面図、（ｃ）は（ａ）の一部の構成を示す背断面図である。
【図１３】本発明の他の実施形態に係る噛挟み具の構成を示し、（ａ）は全体平面図、（
ｂ）は（ａ）の背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下図面に基づき本発明に係る噛挟み具１の各実施の形態及び使用態様について説明す
る。先ず、図１は、斜視図で示す第１実施形態の噛挟み具１に対し、後述する各種の機能
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器具６をアタッチメント的に取付けて使用する例を示す全体説明図であり、図２は、上記
噛挟み具１に鼻用器具と唾液用器具を設けた使用態様例の側面図であり、図３は、唾液用
器具の別実施形態に係わる使用例を示す斜視図である。そして、図４（ａ）は、第２実施
形態の噛挟み具１に対し、眼部用器具を設けた使用例を示す斜視図であり、図４（ｂ）は
、第２実施形態の噛挟み具１に対し、鼻用器具を設けた使用例を示す側面図である。図５
は、第１実施形態に係わる噛挟み具の構造を意匠図面的に作図をした図（ａ）～（ｆ）に
より示す説明図である。
【００２６】
　先ず、この噛挟み具１は図１，図５に示すように、口に銜える噛み本体２を、左右の奥
歯で噛挟みしながら噛挟みを可能にする噛厚と長さの噛み部２ａと、該左右の噛み部２ａ
を接続する内側非噛み部２ｂと、噛み部２ａの外側に口角部(口角後縁Ｋの唇部)によって
噛挟みされる口角接触部２ｋを介して側方に突出する外側非噛み部２ｓを一連に形成して
いる。そして、噛挟み具１は、噛み本体２の外側非噛み部２ｓ側に、少なくとも噛み部２
ａと内側非噛み部２ｂとを床面Ａから離間させる接地用の枕部３を設けると共に、内側非
噛み部２ｂを左右の噛み部２ａの内側端から曲げ構造部４を介し前方に向けて湾曲形状に
した舌動部５を構成している。
【００２７】
　そして、この噛挟み具１は、噛み本体２の外側非噛み部２ｓに対し、眼部、耳部、鼻部
、鼻下部、顎部等の各種顔感覚器官部に接触又は近接させて感覚刺激を付与する各種の感
覚付与具や、顔感覚器官の内外部の観察や治療医療並びにトレーニング作用等の所定機能
を奏する機能器具６を設けることを可能にしている。これにより口に銜えた噛挟み具１は
、外部の保持部から支持することなく、顔や頭部の所望位置に対し所望の機能器具６を自
力によって近接又は接触自在に支持し、眼・耳・鼻・口・唾液腺・外皮・顔筋等の所望の
顔感覚器官に対し、所定機能を簡潔で安価な構成によって奏し易くすることができる等の
特徴を備えている。
【００２８】
〔図１～図４各機能器具６と支持部材９等の使用態様の説明〕
　図１において機能器具６は、鼻部用器具６ａ、顎部用器具６ｂ、眼部用器具６ｃ、耳部
用器具６ｄ等を示しており、これらは噛み本体２の外側非噛み部２ｓ側に、単独的に又は
複数のものを選択し所定の組合せによって着脱又は一体的に設けて複合的に使用すること
ができる。また内側非噛み部２ｂに舌動部５を設ける噛挟み具１の場合には、その形状を
利用して口内処置器具（口内ケア具）６ｅや舌動用器具及びカメラや温度計等の観察機器
その他を使用し易く取付けることができる。
　そして、各機能器具６は、噛挟み具１の外側非噛み部２ｓ及び他の取付部に対し各取付
手段７を介し着脱自在取付けるアタッチメント的な構成にしてもよく、また噛挟み具１に
対し取付手段７を介し前後左右及び高さ等を調節自在に取付けると、各使用者に対応し機
能器具６の作用をより確実に奏し且つ使用し易くすることができる。
【００２９】
　さらに、上記噛挟み具１は、噛み本体２を後述する頭部又は耳部に装着自在な装着部材
８に対し、帯板状又はツル状の支持部材９を用い取付けて使用してもよい。この場合には
、左右の支持部材９の前端側或は中途部に対し、必要により機能器具６を取付けることが
でき、また噛挟み具１に取付けた機能器具６を支持部材９側から補助的に支持することが
できる等の利点がある。この場合の装着部材８は図２に示すように、頭部に装着するバン
ド部８ａの適所に対し、前記支持部材９を実線で示す使用姿勢と２点鎖線で示す上方に退
避移動させた非使用姿勢に切換保持する構成にすることが望ましい。図示例の支持部材９
は、バンド部８ａに設けた取付軸８ｂを支点に上方回動した任意位置で係脱機構８ｃによ
って非使用姿勢に切換保持することができる。
【００３０】
〔図５の流線形ウイングタイプ噛挟み具１の説明〕
　以下、図１～図８を参照し上記噛挟み具１の各実施形態と各機能器具６について説明す
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る。先ず、図１，図５に示す本発明の第１実施形態に係わる噛挟み具１について詳述する
。この噛挟み具１は、図５に平面視と正面視と側面視等や断面図によって意匠出願用の図
面と同様な作図によって示す形状となし、これにより噛み本体２を口に銜えて滑舌や笑顔
及び顔筋等のトレーニングを長時間にわたり効果的に行うことができ、且つ使い易く利便
性の高い構成にしている。そして、口に銜えた噛挟み具１の噛挟み姿勢を利用し、各種の
機能器具６を安定的に支持すると共に、各機能器具６による所定の目的作用を発揮させる
ようにしている。尚、図示する噛挟み具１は噛み本体２の左右長を２００ミリ程度、噛み
部２ａの標準的な噛み厚さを５ミリ前後で、少なくとも外側非噛み部２ｓを前後方向に長
い方形状或は楕円状断面にしている。
【００３１】
　そして、噛み部２ａに隣接する口角接触部２ｋから外側非噛み部２ｓを外側に向けて延
長し、該延長部を手で摘み易い前後方向に幅広な扁平形状の把持部１０となし、その適所
に床面Ａに安定よく接地させる突条や複数の突起からなる枕部３を構成している。これに
より噛挟み具１は、把持部１０を口横から摘み把持して噛挟み操作を行い易くすると共に
、枕部３を床面Ａに接地させて仮置きを自在とし、少なくとも内側非噛み部２ｂ及び噛み
部２aと床面Ａとの接触を防止し、再噛挟み時の摘み持ち上げを容易にしながら衛生的な
噛挟み継続使用を可能にしている。そして、平面視において噛み本体２は、全体として逆
ヘ字状でバランスのよいウイング形状をなす流線形にすることにより、使用し易く且つ飽
きを生じ難い美観を呈する意匠性の高いデザインにしている。
【００３２】
　さらに、左右の外側非噛み部２ｓとこれに形成する把持部１０を、各機能器具６を後述
する各種の取付手段７によって安定よく取付ける支持部として利用し易く構成している。
即ち、噛挟み具１は、正面視(背面視)での形状を図５(ｄ)に２点鎖線で示すように、左右
の口角接触部２ｋ側を内側非噛み部２ｂより高くし、口角上げ距離Ｈを後述するように上
向き傾斜の口角上げ形状によって形成してもよく、この場合に外側非噛み部２ｓの中途を
曲げ谷部２ｕを介して外方側を下方に曲げて頂部２ｍを形成すると、外側非噛み部２ｓに
下り傾斜の把持部１０を脚部となし端部を枕部３にすると共に、噛み本体２を反転させた
とき左右の頂部２ｍを枕部３にすることができる。
　尚、噛挟み具１は、正面視或は平面視での実線形状から上記２点鎖線で示す口角上げ形
状や前後の噛挟み角度等を変更自在とする場合には、本体材質を後述するタフな合成樹脂
材にしたり、その内部に図５(ｆ)に２点鎖線で示すように可撓性を有する心材３ｓを入れ
て製作すると、使用者が自身の口と噛挟みの好みに適応した形状に容易に変形させて使用
することができるので、１つの噛挟み具１によって口の大きさや要求の異なる多様な使用
者にも速やかに対応することができる。
【００３３】
　図示する噛挟み具１は、噛み本体２の左右長中央の内側非噛み部２ｂを前方に向け山折
り状に湾曲する前屈曲部５ｂによって舌動部５を形成するに当たり、舌動部５の左右基部
を後方に向けて谷折りして鋭角状に屈曲させる後屈曲部５ｃを設けて曲げ構造部４を構成
している。これにより噛挟み具１は、平面視で山高帽子形状となって左右の後屈曲部５ｃ
の間で舌Ｄの動きを自由にする谷状の空間部５ａを形成し、口腔内で舌動部５の外周を歯
列Ｂの内側に略相似形状を有して近接位置させることができ、前側移動を舌動部５を介し
前歯側で規制しながら、左右の後屈曲部５ｃの間で舌Ｄの上下方向の動きや舌先の上下左
右側への動きも自由にする。
【００３４】
〔図５(ａ)の曲げ構造部４と後屈曲部５ｃと使用態様の説明〕
　ここで、図５(ａ)，(ｂ)を参照し曲げ構造部４について詳述する。この噛挟み具１の曲
げ構造部４は、舌動部５の左右基部に後屈曲部５ｃを設けて、その後方突出端を左右の口
角接触部２ｋを結ぶ口角接触基線Ｆから後方噛み距離Ｌを有した突出位置線Ｅに臨ませて
いる。つまり左右の口角接触部２ｋから後方噛み距離Ｌを有して後屈曲部５ｃの後方突出
端を設ける噛挟み具１は、使用者が噛挟み具１を口に銜え左右の口角接触部２ｋを左右の
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口角後縁Ｋに接当させたとき、口角後縁Ｋの側方にある歯列Ｂの奥歯(口角側奥歯と言う)
から後方噛み距離Ｌだけ口奥側にある奥歯(最奥歯と言う)によって、後屈曲部５ｃを介し
て形成される噛み部２ａを噛挟みすることができる。
【００３５】
　従って、この噛挟み具１によれば、噛み部２ａを最奥歯によって深く噛挟みしながら、
口角接触部２ｋが噛み部２ａより後方噛み距離Ｌ程度前方で口角後縁Ｋを押接するため、
口角部を大きく押接する痛みや強い口角押接反力を生じさせることなく、笑顔状態の口角
上げ刺激等の口角接触刺激を無理なく好適に付与することができ、長時間にわたる噛挟み
具１の噛挟み使用を支障なく楽に行うことができる。尚、噛挟み具１のサイズは子供から
大人まで異なる口の大きさに対応させる上で、図５(ａ)に示す
口角接触部２ｋの口角接触基線Ｆから舌動部５の先端との間の口腔前距離Ｒと、舌動部５
の左右基部との間の口腔左右距離を主体に、小・中・大の３基準タイプを予め準備するこ
とが望ましい。
【００３６】
　つまり、従来の丸棒等からなる真直な滑舌棒を最奥歯側で噛挟みをする場合には、口角
後縁Ｋに対し手で滑舌棒を後方噛み距離Ｌだけ押し付けた状態で噛挟み保持をしたのち、
唇を動かして滑舌トレーニングを行なうが、このとき顎を上下に動かす噛挟み運動をした
り噛挟みを緩めると、口角部が元の位置に復帰する大きな口角押接反力(口角後退反力)に
よって滑舌棒が前側に移動し噛み位置がずれて適正な噛挟みができないものである。これ
に対し本発明に係わる噛挟み具１は、上記のように口角押接反力を大きく受けることなく
且つ舌動部５が噛み本体２の前側移動を規制するため噛み位置の大きな位置ずれが防止さ
れる。このため、噛挟み具１を単に口に銜えて前唇を閉じた状態で、顎を上下に動かす噛
挟み運動（顎運動）を付加するだけの簡単な動作によって、口角後縁Ｋに口角接触部２ｋ
を長時間にわたり安定的に押接することができる等の特徴がある。
【００３７】
　一方、屈曲谷部５ｅは後方に向けて深くなる鋭角状に形成すると、平面視において谷部
から外側非噛み部２ｓ側に向けて形成される噛み部２ａの一部長さ又は全長並びに口角接
触部２ｋを、前方に向けて傾斜する斜面部（内向き傾斜面）５ｄとなして形成し易くなる
。
　この噛挟み具１は、平面視で湾曲状の軌跡を有する歯列Ｂに斜面部５ｄの内向き傾斜面
を交差させて、口角後縁Ｋより奥側に位置する左右上下の前記最奥歯によって噛挟むこと
(と言う)ができるので、傾斜した長い噛み部２ａを噛挟んで噛み本体２を安定性のよい適
正噛挟み姿勢にし易くすることができる。つまり、左右の後屈曲部５ｃを有して形成され
る舌動部５を設けた噛挟み具１は、屈曲谷部５ｅの空間形状を介して形成される斜面部５
ｄと奥歯との左右対称な奥歯斜交噛みによって、噛み本体２の噛み位置の位置決め容易で
噛み位置の位置ずれを防止し、歯列に直交させる従来型の奥歯横噛みに対し、気持ちよく
フィットする適正噛挟み姿勢になる。従って、この噛挟み具１は、機能器具６や付属品等
の支持や運動支持用として好適できる。
【００３８】
〔各噛挟み具に共通する設計思想と理論と作用効果〕
　以上のように曲げ構造部４を備える噛挟み具１は、顎を動かし噛挟みを緩めたのち再度
噛みしめる噛挟み運動の動作をするとき、この動作によって舌動部５が前歯の内側に接し
て噛み本体２を奥側に向けて付勢移動させることができる。つまり噛挟み具１は、使用者
が噛挟みを緩め顎を下動するとき舌動部５も追随下動し、口角接触部２ｋが噛み部２ａ側
を支点とし下向きの円弧状に移動して口角後縁Ｋとの接触を弱めたのち、顎を上動する動
作によって舌動部５を介して口角接触部２ｋが噛み部２ａを支点とし略後方噛み距離Ｌを
有して上向き回動するため、口角接触部２ｋが口角後縁Ｋを大きく上方後方側に引き上げ
る(以下単に口角回動引き上げ作用と言う)ことになる。
　従って、このような適正噛み直し動作を意識的に操作することができる噛挟み具１は、
口角接触部２ｋが後述する各図で上向き矢印で示す口角回動引き上げ作用により、口角後
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縁Ｋを後方に向け強弱自在に押接（押圧）することができる。そして、使用者は噛挟み運
動の押圧の程度を加減した好みの前後位置(好適噛挟み位置)で噛み部２ａの噛挟み位置保
持を確実容易にする。従って、適正噛挟み姿勢で前唇を動かして行なう発声トレーニング
を好適にすると共に、口角上げや口角押接等の口角接触刺激を多様に付与することができ
るので、笑顔トレーニング及び口角上げに伴うリラックス意識の持続を容易にする等の特
徴がある。
【００３９】
〔口角接触線Ｇ・口角接触基線Ｆ・口角接触角θ・逆ヘ字状〕
　さらに、この噛挟み具１は、平面視で左右の口角接触部２ｋの基部(噛み部２ａ側)を水
平線状に結ぶ口角接触基線Ｆに対し、左右の口角接触部２ｋの延長線つまり口角接触線Ｇ
を前方に向けて前傾角になる口角接触角θを有した傾斜面或は湾曲面状に形成している。
この場合に噛み本体２は、少なくとも左右の口角接触部２ｋを逆ハ字状にすることができ
、噛み本体２の全体は前記したように逆ヘ字状に形成することができる。これにより左右
の噛み部２ａの外側で口角接触角θを有する口角接触部２ｋは、逆ハ字状をなして口角部
を口内側から外側に向けて押し出すようにするため、口角後縁Ｋを後方に押す口角押接抵
抗に伴う痛みを生じさせることなく、口角部に無理のない接触刺激を好適に付与すること
ができる。そして、噛み本体２の左右方向の位置ずれを自ずと抑制するため適正噛挟み及
び噛挟み運動を行い易くする等の特徴を創出する。
【００４０】
　そして、噛挟み具１は外側非噛み部２ｓの外方端寄りに把持部１０を形成するに、外側
非噛み部２ｓの後辺部２ｒを口角接触線Ｇから実線で示すように、平面視において曲げ谷
部２ｕを介して後退方向に屈曲させ、こののち前方に向けて湾曲して丸めた外周形状にし
ている。また前辺部２ｆは前記後辺部２ｒラインと略相似した前辺部ラインによって、口
角接触部２ｋ側から外側非噛み部２ｓの外側端(枕部３側)に向けて順次広くなる幅の把持
部１０を形成することにより、噛み本体２の全体が逆ヘ字状のウイング型をなす流線形デ
ザインにしている。尚、上記後辺部２ｒは図５(ａ)に２点鎖線で示すように、後方に向け
て大きく突出させて後突出把持部１０ｂを形成すると、ここに図２,図７で後述するよう
に機能器具６等を取付けることができる。また前後方向に広幅な把持部１０には、取付杆
７ｂを安定よく差込支持する取付手段７の取付孔７ｈを設けることができる。また取付孔
７ｈは、壁等のフック部に挿入して噛挟み具１を吊り下げ保持することができる。
　これにより噛挟み具１は、前傾角の口角接触角θを有する口角接触部２ｋが口内側から
外側に向けて口角後縁Ｋを押し広げるように押接し心地よい接触刺激を付与すると共に、
口角接触部２ｋに連なる直近の外側非噛み部２ｓが口角後縁Ｋに連なる直近の頬側との接
触を回避するため、噛挟み具１の噛挟みを支障なく行うことができる。
　さらに、この噛挟み具１は、外側非噛み部２ｓの外側寄りに把持部１０を前後広幅状に
形成しながら、曲げ谷部２ｕによって外側非噛み部２ｓの外端側 (枕部３側)を後方側に
位置させるため、外側非噛み部２ｓの外端側の前方側への張り出しを規制した形状にする
ことができる。
【００４１】
〔広幅な把持部１０の形状の作用効果と意味〕
　つまり、この噛挟み具１は、噛み本体２を銜えた姿勢において外側非噛み部２ｓを、前
後方向に広幅な方形状断面にして外方端を頬より外側に位置する長さにすると共に、外側
非噛み部２ｓの平面視における形状を、噛み部２ａに連なる内方側より外方端側を徐々に
広幅にしながら外側非噛み部２ｓの外方端側に摘み操作用の把持部１０を形成する。これ
により噛挟み具１は銜えた噛挟み姿勢において、摘まみ易い広幅な把持部１０を口から遠
ざかる先端位置で頬の前方側方に臨ませるので、使用者が下方や左右を見るとき視界を大
きく邪魔することなく使用することができると共に、噛挟み具１を口から取外す際には、
使用者が腕を自然に曲げる動作によって口の横前方の頬から前方に離れた位置にある前記
断面形状の把持部１０を無理なく指摘まみできるため、噛挟み具１の取外し作業並びに装
着作業を速やか且つ容易にすることができる。
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　また外側非噛み部２ｓは、その中途部を曲げ谷部２ｕを介して後方へ曲げると、把持部
１０の外端側が視界内に大きく入り邪魔になることを抑制できると共に、視界から遠ざか
る把持部１０の外方端で前突出把持部１０ａを前方側に向けて突出するように形成し手で
把持し易くする。これにより使用者は、口の横前方の頬から離れた位置にある前突出把持
部１０ａを、腕を自然に曲げる位置で指摘まみを素早く容易にできるため、噛挟み具１を
口に銜えて左右の口角接触部２ｋを左右の口角後縁Ｋに均等的に接当させ易くできる。従
って、適正噛挟み姿勢にする噛挟み操作を快適にしながら機能的な意匠美を高めることが
できる。
【００４２】
　一方、後辺部２ｒは曲げ谷部２ｕによって凹部形状をなしてくびれた把持部１０を形成
しているため、使用者が枕部３を床面Ａに接地させて仮置き状態にした噛挟み具１を摘み
上げるとき、この凹部に指を掛けて摘み易くするため滑り落とすことなく持ち上げること
ができ、厚さの薄い左右の把持部１０を摘まんで適正噛挟み姿勢に銜えることができる。
そして、口から離脱させる際の摘み把持も同様に行い噛挟み具１を適正仮置きをすること
ができる。従って、噛挟み具１を口に頻繁に着脱する噛挟み回数を能率よく行うことがで
きトレーニング効率を向上させることができる。
【００４３】
〔噛挟み具１の製作材料〕
　そして、この噛挟み具１は、把持部１０が方形状或は楕円状の前後方向に広幅な断面形
状によって、後述する各種の取付手段７を介して各機能器具６を安定よく取付ける支持部
に兼用構成することができると共に、把持部１０の薄い厚さと平面視広幅な摘み操作形状
による噛挟み操作の容易性により、各機能器具６の顔への着脱操作や姿勢変更等の装着操
作を素早く行い易くすることができる特徴がある。
　尚、この噛挟み具１は、量産するに当たりシリコン等の合成樹脂材をプラスッチック成
形加工によって簡単に製作できる。一方後述するように、噛み本体２の全体をナノファイ
バを利用した成形加工によって高強度に製作し、この成形品にタフなジェル状合成樹脂で
被覆することが望ましく、この場合には強度及び弾力的な噛挟み性を最適化することがで
きる。また噛み本体２の逆ヘ字状形状や噛み部２ａ或は口角接触部２ｋをバネ構造体にす
ると、レジスタントトレーニング用の噛挟み具１として最適化することができる。また加
熱材(装置)使用により加熱刺激を、冷却材(装置)使用により冷却刺激を効果的に付与でき
る噛挟み具１は、その使い方やタイミングをマニュアル構築により、勉強や運転中の目覚
まし気分転換や覚醒に成果を上げ易くすると共に、前向き気分転換や覚醒分野等に有効な
メンタルツール化を図ることができる。
【００４４】
〔図５噛挟み具１の使用態様と特徴〕
　次に、以上のように構成される噛挟み具１の使用態様について説明する。この噛挟み具
１は、使用者が外側非噛み部２ｓの把持部１０を把持しながら、開けた口の内部に左右の
後屈曲部５ｃを入れ、且つ舌動部５を下歯又は上歯の歯列Ｂ内に入れた状態で口を閉じる
動作によって銜えることができる。このとき舌動部５は、その先端側を下前歯或は上前歯
の内側に近接又は接当した適正噛挟み姿勢になり、噛み本体２の前側移動と左右移動を規
制し口角後縁Ｋに口角接触部２ｋを無理なく押接した状態で、後屈曲部５ｃによって噛み
部２ａをより奥側の奥歯によって噛挟みすることができる。
【００４５】
　従って、使用者が噛挟みを一時的に緩めたとしても、噛み部２ａに連なる外側非噛み部
２ｓの口角接触部２ｋを口角後縁Ｋに接当して噛み本体２の後方移動を規制しながら舌動
部５による前側移動が規制されるので、手による前記噛挟み装着操作を敢えて要すること
なく適正噛挟み姿勢を保持することができ、且つ口角接触部２ｋが口縁接触軸部として口
角後縁Ｋを後方に押接し、口角部での口角接触部２ｋの唇噛挟みも自ずと確実に行い口角
接触刺激を好適に付与する。
【００４６】
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〔噛み部２ａと口角接触部２ｋとの噛挟み運動と作用効果の特徴〕
　つまり、舌動部５の左右基部側において、噛み部２ａを口角接触部２ｋから後方に位置
させて設ける噛挟み具１は、使用者が噛み本体２を銜えた状態で噛み部２ａの噛挟みを緩
めたり一時的に解除した場合に、噛み本体２が口角部の口角後退反力によって前側移動を
するが、舌動部５の先端側が口内で下前歯或は上前歯の内側に接当し前側移動を止め、且
つ口角後縁Ｋに対する押圧を緩めることになる。次いで、ここから単に顎を上動し再噛挟
みをする噛挟みの動作(噛挟み運動と言う)がなされると、噛挟み具１は舌動部５を介した
自然な上方後方移動によって外口角接触部２ｋが口角後縁Ｋを再押接するため、手を使う
ことなく噛挟み具１を元の噛挟み位置に簡単に戻し復帰することができ、口角接触部２ｋ
を口角後縁Ｋに所定に押接した口角接触刺激を付与持続させることになる。
【００４７】
　さらに、顎の下運動或は緩め運動により、外側非噛み部２ｓ(口角接触部２ｋ)と口角後
縁Ｋとの押接を緩めたり、顎の上運動により押接を強めたりする噛挟み運動を、意識的な
顎の動作によって行なうことができるので、口角部への接触刺激をリズミカルに強弱させ
ながら口角上げによる笑顔感覚を付与したり、滑舌や発声等を融合させた多様なトレーニ
ングの促進を図ることができる。即ち、従来の真直な滑舌棒のように使用者が、口角後縁
Ｋに対し手で噛挟み具１を押し付けて保持することなく、単に口に銜えて前唇を閉じた状
態で、顎を上下に動かす噛挟み運動（顎運動）を付加するだけの簡単な動作によって、口
角後縁Ｋに口角接触部２ｋを長時間にわたり押接することができる。これにより使用者は
、口角接触刺激を確実に付与する顔筋トレーニングを自ずと行うことができ、また舌Ｄを
自由に動かして行う舌運動や滑舌・発声トレーニングも効率よく容易に行うことができる
等の特徴がある。
【００４８】
〔図１～図４，図８機能器具・アタッチメント化・取付手段７と使用態様の説明〕
　次に、図１～図４，図８を参照し各機能器具６とその使用方法等の態様例について説明
する。尚、前記実施形態のものと同様な構成及び作用については、同一符号を付して説明
を省略する。先ず、医療・治療・健康促進用の機能器具６の実施態様例として、図１,図
２に示す鼻部用器具６ａについて説明する。この鼻部用器具６ａは、左右の鼻孔に滑らか
な接触感を有して所定の深さに差込係止自在な筒状の孔内接触部１１と、左右の孔内接触
部１１の外側端を連結する接続部１１ａとからなり、この接続部１１ａを取付手段７に取
付けて噛挟み具１に着脱自在に設けるようにしている。
【００４９】
〔図１クリップ型取付手段７と自力鼻トレーニングの方法〕
　図示例の取付手段７は、噛み本体２の左右の外側非噛み部２ｓ(把持部１０)に前後左右
方向に移動自在に取付けできるクリップ型の取付部材７ａと、屈伸変形自在な針金或はプ
ラスッチック製等の線状部材からなる取付杆７ｂとからなる。図示例の取付手段７は、ク
リップ型の左右の取付部材７ａ,７ａを取付杆７ｂで連結し、その中途部に鼻部用器具６
ａを取付部７ｃを介して着脱自在に取付けるようにしている。これにより、鼻部用器具６
ａは、左右の取付部材７ａ,７ａの取付位置と間隔の調節と、取付杆７ｂの前後左右及び
高さ方向の屈伸調節により、使用者毎に異なる顔や使用位置に対応し所望に支持すること
ができる。尚、上記取付部７ｃも、鼻部用器具６ａを前後左右上下等の全方向に調節自在
に取付ける構造にすることが望ましい。
【００５０】
　このように鼻部用器具６ａを設けた噛挟み具１は、滑舌或は顔筋トレーニングに併せて
、鼻筋肉や鼻孔内トレーニング（以下単に鼻トレーニングと言う）を効果的に行うことが
できる。即ち、使用者は鼻部用器具６ａの孔内接触部１１を、左右の鼻孔に位置決めし所
定深さの接触感覚を有して挿入した状態で、鼻孔を左右回転や放射方向に拡縮往復させる
自力鼻(鼻翼)運動を行うことができる。このとき使用者は、鼻孔と孔内接触部１１との接
触抵抗による刺激を受けると共に、この抵抗負荷や感覚に対応した運動を意識的に行い易
くなるため、自力では困難とされる鼻トレーニングを日常的に行い易くすることができる
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【００５１】
　また孔内接触部１１は、筒状部材の材質及び硬軟度調節や通気調節手段の通気調節を操
作し易く設けることにより、使用者毎に対応した鼻筋や呼吸等の最適なトレーニングも容
易にすることができる。さらに鼻部用器具６ａは、上記のような鼻トレーニングを噛挟み
具１の噛挟みトレーニングと同時に行うことができるので、両者のトレーニングを相乗的
に効率よく行うことができる。つまり使用者は、噛挟み具１を銜え唇や顎の固定を自在に
した状態で、閉じた唇を起点とした前記鼻孔の任意運動をすると共に、噛み部２ａの噛挟
みの程度を加減しながら行うことができるため、鼻部用器具６ａを単独で使用する場合よ
り、鼻運動と噛挟み運動を種々に組み合わせた顔筋運動や鼻トレーニングを楽しく効果的
に行うことができる等の特徴がある。
【００５２】
〔鼻孔接触具１１と噛挟みトレーニングの相乗効果・筋強化・唾液免疫・呼吸〕
　また鼻孔接触具１１を併用して噛挟み具１の噛挟みを行う際には、使用者が孔内接触部
１１による鼻孔内接触刺激を所望に付与しながら鼻呼吸の促進を意識し易くなるため、舌
筋や口筋並びに鼻筋や副鼻腔等を自ずと効率よく強化することができると共に、唾液の分
泌も促すことができる。従って、老化に伴い生じ易い睡眠時無呼吸症候群や睡眠障害及び
免疫力低下等の疾病も、簡単且つ効果的に改善又は予防をすることができる。
　また鼻孔内接触刺激並びに鼻運動は、鼻と鼻粘膜の血液循環を活性し粘膜液や唾液分泌
を促すため、鼻詰りの改善及び鼻孔乾燥等の鼻持病の改善も図り易くする等の利点もある
。
【００５３】
〔図２，図４、作用付与手段１２・動力運動供給手段と使用態様の説明〕
　次に、図２,図４を参照し鼻部用器具６ａに必要により設置される動力運動手段や又は
温度、光、液体、ガス等の作用材とその供給手段等からなる作用付与手段１２について説
明する。図２に示す作用付与手段１２は、作用部１２ａを作用付与部(動力部や運動部他)
１２ｂを介して運動させる動力運動手段を示し、作用部１２ａを有する作用付与部(動力
部)１２ｂを取付杆７ｂの中途部に取付けることにより、孔内接触部１１内で作用部１２
ａを任意方向に振動させるようにしている。これにより動力運動手段１２は、外力による
間接的な強制運動を、孔内接触部１１を介し鼻内損傷を防止しながら簡潔で安価な構造に
よって行うことができる。尚、動力部１２ｂは作用部１２ａや孔内接触部１１に対し、機
械的な捻り揉み運動や振動又は電気的な微振動或は超音波並びに高周波等を付与する構成
にしてもよい。また図９で後述する顔接触部３６や口角接触部２ｋ等顔の外皮部Ｃに接触
させるものでは、微弱な電流を体に通す方法等によって深層部にある筋肉に各種の電気刺
激を働きかけ効率よく筋肉を動かすもの、或は治療部位に超短波を放射して新陳代謝を促
す超短波ユニットにすることができる。また種電気刺激や振動は噛挟み具１の噛み本体２
に付与することもできる。
【００５４】
〔図４の作用付与手段１２及び噛挟み具１〕
　次に、図４に示す作用付与手段１２及び噛挟み具１について説明する。図４(ｂ)に示す
動力運動手段１２は鼻外皮側運動機器型としており、作用部１２ａを例えば鼻の両脇から
鼻摘み運動を自在とする運動機構とし、該運動機構を動力部１２ｂから作動させるように
連係している。この作用部１２ａは、先端部形状を鼻外皮側形状に沿って滑らかに接触す
る鼻外皮接触片形状にすることにより、例えば人の指で鼻を両側から鼻筋に沿って移動自
在に摘まみ動作をさせることができる。また作用部(鼻外皮接触片)１２ａと孔内接触部１
１は、取付杆７ｂに着脱及び左右移動自在に取付けられるアーム１２ｃと一体な取付片１
２ｄに設けている。尚、この場合に作用部１２ａは、摘み力を調節自在構造にすると共に
、運動ストローク及び運動パターン並びに作動時間等の調節を自在にすることが望ましい
。
【００５５】
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〔鼻部用器具６ａの太陽光・芳香剤・薬剤他の用途の説明〕
　図４において符号１３は鼻部用器具６ａの別実施形態として示す鼻内用治療具であり、
この鼻内用治療具１３は鼻孔内に差込自在な線状又は棒状の挿入杆１３ａと、その先端に
設けられる作用部１３ｂと、該作用部１３ｂから光等の所定波長を照射或は発振させる作
用手段１３ｃ等からなる。図示例の鼻内用治療具１３は、例えば、孔内接触部１１内を通
して鼻内の所定位置に臨ませる作用部１３ｂをＬＥＤ等の発光素子とし、作用手段１３ｃ
は太陽光線にある赤色が有する波長６６ｎｍ程度の治療有効光を作用部１３ｂから適所に
照射するようにし、これにより花粉症の症状或は鼻閉、鼻漏等を改善するように使用する
ことができる。
　また鼻部用器具６ａは図示例の他に、薬剤や芳香剤等を所望の形態で作用部１３ｂに担
持させて鼻内の所定部に供給作用をさせること、ポンプ等の作用手段１３ｃから薬剤や芳
香剤或は洗浄剤や気体を供給し、挿入杆(管)１３ａを介しノズル状の作用部１３ｂから鼻
内所定部に供給作用をさせてもよい。また上記作用手段１３ｃは、噛挟み具１とは別箇所
に設置して使用してもよい。
【００５６】
〔図１,図２,図３顎部用器具６ｂ・唾液腺接触具〕
　次に、図１,図２,図３を参照し顎部用器具６ｂについて説明する。図示する顎部用器具
６ｂは、顎の下側左右に位置する唾液腺Ｑに対し顎下の外皮部を介して接触させる唾液腺
接触具１５としている。この唾液腺接触具１５は、顎下側から滑らかな接触感を有して接
触させる左右の腺接触部１５ａと、該左右の腺接触部１５ａを調節自在に連結する接続部
１５ｂと、噛挟み具１又は装着部材８に取付け自在とする取付部１５ｃ等から構成してい
る。そして、唾液腺接触具１５は、前記クリップ型の取付部材７ａ,７ａに設けられる取
付杆７ｂの中途に、左右の腺接触部１５ａを取付部１５ｃを介し所望の取付け間隔と取付
角を有して取付けることができる。尚、この場合の取付杆７ｂは、取付部材７ａ,７ａか
ら前後方向に突出させたフック７ｄに前後移動自在に設けることが望ましい。また噛挟み
具１には、口の回りを指圧する口回指圧器具１３を後述するように設けることができる。
【００５７】
〔ドライマウス・免疫力〕
　これにより使用者は、噛挟み具１を噛挟みしたとき唾液腺接触具１５を顎の下部に臨ま
せ、腺接触部１５ａが外皮を介し唾液腺Ｇを撫でるように接当できるため、顎下唾液腺に
よる唾液分泌を簡単且つ確実に促すことができる。また唾液腺接触具１５は、噛挟み具１
の外側非噛み部２ｓ側に上記取付構造によって接触位置を調節可能に取付けられるため、
滑舌トレーニング時等の口の動きに対応し、唾液腺への接触刺激を恰もマッサージをする
ように無理なく付与することができる。従って、噛挟み具１を利用して設けた唾液腺接触
具１５は、唾液腺マッサージを前記各種の噛挟みトレーニングに合わせて利便性を有して
同時に行うことができると共に、唾液分泌活性により舌の乾燥を防ぎドライマウス症候の
改善、並びに唾液増加による免疫性の向上を簡潔で安価な構成によって容易に行うことが
できる等の特徴がある。
【００５８】
　尚、唾液腺接触具１５の腺接触部１５ａを動力的に運動させる場合には、動力機器等の
運動手段を接続部１５ｂのスペースを利用することにより簡単且つコンパクトに設けるこ
とができる。また上記構成による唾液腺接触具１５は、図２，図３に示すように装着部材
８に支持しても好適に使用することができる。この場合に取付杆７ｂは顎下側から上向き
に湾曲させた両端を左右の支持部材９に各連結することにより、取付杆７ｂによって支持
部材９の拡開を規制しながら、取付杆７ｂに唾液腺接触具１５を前記取付手段と同様に取
付けて使用することができる。
【００５９】
〔図３口角係止具１６による笑顔トレーニング開発化〕
　上記左右の支持部材９は、内向きに曲げた先端部に口角係止具１６の口角接触軸部１６
ａを挿入支持している。この口角係止具１６は、口角接触軸部１６ａに口角後縁Ｋの内面
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に接触係止できる口角内接触片１６ｂを突設している。これにより支持部材９に設けた左
右の口角係止具１６は、左右の口角部内に挿入した状態で口角接触軸部１６ａによって口
角後縁Ｋを後方に向けて張り支持すると共に、口角内接触片１６ｂが口角後縁内に引っ掛
かり抜け止めをする。従って、口角係止具１６の口角後縁部による噛挟みを適正姿勢で行
い易くすると共に、口角上げを行なう笑顔トレーニングを長時間にわたり楽に行うことが
できる等の利点を創出する。
【００６０】
〔図３口回指圧器具１３による口回り外皮押接刺激・負荷付与トレーニング開発化〕
　一方、この装着部材８は、口角係止具１６を備える左右の支持部材９の先端部に図３に
示す形状の噛挟み具１を着脱自在に設ける構造とし、これにより上記笑顔トレーニングと
噛挟みトレーニングと各種の機能器具６を利用した多様な使用を選択自在とし利便性を向
上させている。図３に示す噛挟み具１は、噛み本体２の噛み部２ａに連なる口角接触部２
ｋ側を、前記支持部材９の先端部に係脱自在に挿入する等の手段によって取付けるように
している。この場合の取付杆７ｂは、２点鎖線で示すように湾曲させた部材の両端を左右
の外側非噛み部２ｓに着脱自在に設ける構成とし、前記鼻部用器具６ａや口回指圧器具１
４等を取付け自在にしている。
　図３の口回指圧器具１４は、取付杆７ｂに取付け自在なベース１４ａに対をなして立設
するアーム１４ｂの先端に外皮接触部１４ｃを設けることにより、左右の外皮接触部１４
ｃを口回りある図３に＊印で示すツボ外皮部に押圧力調節自在に接触させてツボ刺激を付
与し、且つ各アーム１４ｂに設けた弾力付勢機構１４ｄによって左右の外皮接触部１４ｃ
を内側又は外側に刺激付勢自在にしている。尚、口回指圧器具１３の外皮接触部１４ｃは
、２点鎖線で示すように支持部材９側に弾性力を有して屈伸自在に設けてもよく、また支
持部材９に２点鎖線で示すように口角係止具１６の内側に向けて設けてもよく、いずれも
外皮接触部１４ｃを矢印で示す引き押接方向と内向き押接方向に付勢することが望ましく
、この場合には笑顔トレーニング等をツボ刺激に基づく気持ちよさと相乗して効果的に行
うことができる等の特徴がある。
【００６１】
〔図１,図４の噛挟み具１と各種機能器具６及び付属品他と使用態様の説明〕
　次に、本発明の別実施形態に係わる噛挟み具１と、噛挟み具１に装着される各種機能器
具６及び付属品(付属用用具)他について図１,図４を参照し説明する。尚、前記実施形態
のものと同様な構成及び作用については、同一符号を付して説明を省略する。
　先ず、この噛挟み具１は、前記第１実施形態のものと同様な舌動部５及び後屈曲部５ｃ
と噛み部２ａと口角接触部２ｋと外側非噛み部２ｓを備える噛み本体２としている。そし
て、内側非噛み部２ｂ(舌動部５)の両側の噛み部２ａから口角接触部２ｋを介して上向き
に傾斜させた外側非噛み部２ｓの中途を、山折りをする曲げ谷部２ｕによって頂上部２ｍ
を形成し、該頂上部２ｍから後方下側に向けて曲げることにより床面Ａに接地させる下り
傾斜の外側非噛み部２ｓ(把持部１０)を設け、且つその外方接地端部から前方に向け内向
きに湾曲させて、把持部１０と枕部３と取付杆７ｂ等を一体的に設ける構成にしている。
【００６２】
　この構成による噛挟み具１は、舌動部５より後方下方に位置して前方に延びる左右の取
付杆７ｂを枕部３と把持部１０にして仮置きできる。即ち、この噛挟み具１は仮置き姿勢
において、後方下り傾斜の外側非噛み部２ｓ(把持部１０)と取付杆７ｂ(枕部３)との間に
指を差し入れる摘み空間部を形成する。これにより枕部３を接地させたとき床面Ａから後
方下り傾斜で立ち上がり状態になっている外側非噛み部２ｓを把持部１０として、摘み空
間部に指を差入れ引っ掛けて把持部１０を速やか容易に摘まみ把持して持ち上げ、次いで
左右の枕部３を把持部として摘み持ち替えて口方向に引き操作し、口に噛み部２aを入れ
左右の口角後縁Ｋに口角接触部２ｋを均等的に押接する銜え作業をスムーズにすることが
できる。また後下り傾斜の外側非噛み部２ｓ(把持部１０)の外側端から前方に向けて内向
きに曲げ延長する取付杆７ｂは、顎の前側或は下側に視界を邪魔することなく臨ませるこ
とができると共に、強度を有して機能器具６やモニタ等各種の付属品３ｍを取付け易くす
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ることができる。
【００６３】
　そして、この噛挟み具１は左右の噛み部２ａを噛挟みしたとき、上り傾斜の頂上部２ｍ
が口角部の上方側に位置するため、口角接触部２ｋが口角後縁Ｋを上方側に付勢しながら
押接するので、より笑顔状態を強くした口角部接触刺激を付与して顔筋トレーニング及び
噛挟み運動の効果を高めることができる等の特徴がある。
　さらに、この噛挟み具１は、上記のような順手噛挟み態様とは逆に、噛挟み具１を前後
反転させて舌動部５の前端側を舌の下方に差し入れた逆手噛挟み(前後反転使用)態様で使
用するとき、取付杆７ｂを顎の下に臨ませ接触可能状態にすることもでき噛み本体２を安
定的に噛挟みすることができる。この場合には舌動部５の先端を舌下方に差し入れた逆手
態様の適正噛挟み姿勢を保持して、舌下唾液腺からの唾液分泌を効率よく促進することが
できる。また顎下に臨ませる取付杆７ｂは必要により顎下の唾液腺に外皮側から接触させ
る唾液分泌促進具として使用できる等の利点がある。
【００６４】
　また噛挟み具１は、左右の枕部３側から前方に向けて伸びる取付杆７ｂの端部を連結す
ると、強度を備えたコンパクトで取扱い易い意匠性に勝れたデザインにすることができる
と共に、取付杆７ｂを利用して壁等に突設されるフック部に利便性を有して衛生的に収納
し易くすることができる。
　一方、噛挟み具１は、取付杆７ｂを枕部３の先端側から２点鎖線で示すように上方に向
けて立ち上げることも容易であり、この場合には顔前回りで円弧状をなす取付杆７ｂの上
部に対し、眼部用器具６ｃや必要具を簡潔な構成によって取付け易くすることができる。
また噛挟み具１を針金で形成する場合には、少なくとも噛み部２ａと口角接触部２ｋと外
側非噛み部２ｓに合成樹脂又は合成樹脂製パイプ等によって覆うことが望ましい。尚、こ
の噛挟み具１も少なくとも外側非噛み部２ｓ或は取付杆７ｂを、図１で示す噛挟み具１と
同様な前後方向に広幅な断面形状にしてもよい。
【００６５】
〔図１,図４眼部用器具６ｃ〕
　次に、図１,図４を参照し眼部用器具６ｃについて説明する。図示例の眼部用器具６ｃ
は、前記取付杆７ｂに支持され、例えば左右の眉及び眼の回りの指圧ツボ等に対し有効刺
激を付与する眼部刺激付与具１７と、液晶ガラスや液晶フィルム技術による映像手段によ
って視界内に各種の映像を現出する視界助成具１８等を例示している。先ず、眼部用器具
６ｃを取付ける取付杆７ｂは、例えば図４に示すように、顔前で上向き湾曲状をなし両基
部が左右の外側非噛み部２ｓ又は把持部１０又は枕部３を連結するように立設している。
この取付杆７ｂは、中途部に眉等の任意な指圧箇所に接触自在な指圧用の突起部１７ｂを
突設している。これにより使用者は、取付杆７ｂの屈伸調節を行ない必要により噛挟み具
１の噛挟み運動に合わせ、指圧刺激を多様に変化させた使用を所望に行うことができる。
【００６６】
　眼部刺激付与具１７は、取付杆７ｂの上部に左右の眉及びその近傍にある眼に有効な指
圧ツボに対し、静的に又は動的に接触刺激を付与する指圧部１７ａを前後左右に取付け位
置調節自在に設けている。また眼部刺激付与具１７は、温熱機器並びに冷却機器等所望装
置に交換着脱自在にすることができる。
　視界助成具１８は、映像音声技術による視界シャッタ切換手段或はスクリーンやモニタ
３ｍ並びに端末機画面等の視界変化手段にすることができる。また本件出願人が提案して
いる特開平１０－１１８１４０号公報に示されるような、アイトレーニング装置や発光素
子等を設ける場合には、噛挟みトレーニング時に動体視力の向上を図るアイトレーニング
等を同時に効果的に行うことができる。
【００６７】
〔図１,図２,図４耳部用器具６ｄと支持構造と使用方法〕
　次に、図１,図２,図４を参照し耳部用器具６ｄについて説明する。尚、前記実施形態の
ものと同様な構成及び作用については、同一符号を付して説明を省略する。図１に示す耳
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部用器具６ｄは、噛挟み具１の外側非噛み部２ｓ側に前記取付手段７の取付部材７ａ並び
に取付杆７ｂを介して支持される耳への作用付与手段として、耳解し或は耳部指圧や振動
等の作用を奏する耳ケア具２０と、耳又は耳骨等に音声或は音声振動を付与するスピーカ
等の音声付与具２１を示している。
　先ず、耳ケア具２０は、耳の全体を側方から覆う大きさと形状の耳カバー体２０ａ内に
、耳介を摘み又は押接揉みをする耳揉み機構、或は耳の適所に適正振動を付与する振動機
構、耳の必要部分に加温又は冷却作用或は薬剤等を付与するケア手段を選択自在に内装で
きる。また耳カバー体２０ａ又は取付杆７ｂには、耳近傍のコメカミ等の外皮に指圧刺激
や治療器等の電気を付与する作用部２０ｂを設けてもよい。
【００６８】
　音声付与具２１は、図２に示すようにスピーカ型である場合には、例えば噛挟み具１の
把持部１０に対し取付孔７ｈに差込支持した取付杆７ｂの上部側に設けることにより、耳
の後方に少し離して位置させる等の音聴所望距離を簡単且つ自由に選択して設けることが
できる。従って、イヤホン等のように耳孔に挿入して聞く場合の不都合を排し快適に音聴
することができる。また音声付与具２１は、録音再生機器やスマホ等の通信手段と連係さ
せることにより、受信した音声によって各噛挟みトレーニングの方法改善や学習或は歌の
練習、並びに各機能器具６の用法指導を効果的に行うことができる特徴がある。尚、この
場合に噛挟み具１は図５,図７に２点鎖線で示すように、外側非噛み部２ｓから後方に向
けて大きく延長させた後方延長部１０ｂを設け、ここに取付杆７ｂを設けると取付杆長さ
を短くしながら耳部用器具６ｄを安定よく支持できる。また図４に示す噛挟み具１の場合
には、取付杆７ｂを外側非噛み部２ｓと枕部３とに接続し耳部用器具６ｄを取付けること
ができる利点がある。
【００６９】
〔図１舌動部５利用の口内ケア具等６ｅと使用態様の説明〕
　次に、舌動部５を利用して設ける口内処置器具（口内ケア具等）６ｅについて説明する
。口内処置器具として図１に示す口内ケア具６ｅは、作用材供給手段２５に接続されるノ
ズル等の供給部２５ａを、該供給部２５ａに設けた取付部材７ａを舌動部５に係脱自在に
取付ける構成にしている。これにより供給部２５ａは、薬剤や液体、光、ガス或は食料等
の作用材を作用材供給手段２５から舌の上或は下側に簡単な構成によって確実に供給する
ことができる。尚、上記作用材は、噛挟み具１の構成を利用して噛み本体２から直接的に
供給するようにしてもよい。この場合には、噛み本体２を形成するパイプ等の中空筒部を
作用材供給手段２５に接続することにより、中空筒部に形成した供給孔２５ｂから所定の
薬剤や液体等を適正供給し易くすることができる。また舌動部５の左右側には、唾液分泌
の促進や口内ケアに有効な電気的作用を付与する電極２５ｃ或は生体マイナスイオン発生
器等の治療器の導子２５ｃを好適に設置することができる。
【００７０】
〔図４,図７噛挟み具１を被操作体を操作する操作手段２６にする新用途開発〕
　次に、図４,（図７）を参照し口に銜える噛挟み具１を利用し、口或は舌の動きによっ
て被操作体を操作する操作手段２６について説明する。尚、操作手段２６によって操作さ
れる被操作体は、例えば、車イスや自動車や作業車両或は玩具等並びにその被操作備品、
又はパソコン・スマホ・ゲーム機器の被操作部や画面他端末機並びにロボット・ドローン
や、電気家電及び照明器具等任意な遠隔操作用装置がある。
　先ず、図４(ａ)に示す操作手段２６は、噛み本体２の噛み位置や舌動位置等の所定位置
に設ける各種の操作部２６ａと、各操作(センサ)信号を無線又は有線により受けて被操作
体を動作させるマイコンを有するコントローラ(制御部)２６ｂ等からなる。
【００７１】
　図示例の操作部２６ａは、上下の歯で噛挟み操作する噛挟み手段として所定の噛み位置
に設置されて噛挟み状態の変化を検知する噛みセンサ部２７、及び舌の動きで操作する舌
動用操作手段として、内側非噛み部２ｂに舌動部５を介して設置され舌の動き変化を検知
する舌動センサ部２８である。このほか口角筋や口輪筋や外皮等の動きを検知する筋肉セ
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ンサ、或は呼吸による息の調節変化や口内の圧力変化を検知する気圧センサ等があり、こ
れらを必要により単独又は組み合わせて使用することができる。
【００７２】
　上記操作部２６ａは、噛みセンサ部２７を左右の噛み部２ａに設け、舌動センサ部２８
を舌動部５の前側に着脱自在に設け、両センサによる検知信号によってコントローラ２６
ｂを介し被操作体を制御操作するようにしている。これにより動力走行型の車椅子等の被
操作体を運転する場合に、操作手段２６を備えた噛挟み具１は、図７で詳述するように、
噛みセンサ部２７の噛挟み操作又は舌動センサ部２８を舌動操作することにより、その操
作方向に対応した各信号によってコントローラ２６ｂを介し、使用者が手又は足を使うこ
となく、被操作体の操作を自由に行うことを可能にする。
　尚、操作センサ２７と別個に構成する場合のコントローラ２６ｂやモニタ３ｍ等付属用
具は、前記取付杆７ｂ等を利用し簡単に設置することができる。
【００７３】
〔図４(ｂ) 歯茎刺激ピース２９ａ・チュウイングトレーニング〕
　次に、噛挟み具１の舌動部５における他の実施形態と、噛挟み運動時の利用器具２９に
ついて図４(ｂ)を参照し説明する。先ず、この噛挟み具１の舌動部５は２点鎖線で示すよ
うに、側面視で後部を起点とした二股状にすることができる。この場合には、上下の舌動
部５の先端を上下の前歯の内側に各近接させることができる。この際に上下の舌動部５は
、弾性力を有して拡開方向に付勢することが望ましく、これにより上下の舌動部５を上歯
と下歯の内側に追随させた運動をすることができる。そして、上下の舌動部５の先端側に
は、可撓性を有するフィルム状の噛挟み片５ｆを設けることができる。これにより噛挟み
具１は、上下の噛挟み片５ｆを介して舌動部５を弾性力に抗して撓ませながらチュウイン
グトレーニングも促進でき唾液分泌を促すことができる。また噛挟み片５ｆの先端には、
後述する利用器具２９の一例として示す歯茎刺激具に設けるような歯茎刺激ピース２９ａ
を付設することができる。この場合には、唇側と歯の間に位置保持させる歯茎刺激ピース
２９ａの凹凸面２９ｂによって、歯茎のマッサージを行い血液循環を促すように刺激付与
できる等の利点がある。
【００７４】
　一方、図４(ｂ)に利用器具として示す前記歯茎刺激具２９は、上歯側の歯列Ｂに沿う上
歯茎刺激ピース２９ａと下歯側の歯列Ｂに沿う下歯茎刺激ピース２９ａとの両側を、可撓
性及び弾性力を有する連結片２９ｃによって一体的に繋いで舌を通すことができる通し孔
２９ｄを有するリング状に形成している。この構成による歯茎刺激具２９は装着姿勢にお
いて、口を閉じると左右の連結片２９ｃを弾性力に抗して撓ませて口に閉じ負荷を与えな
がら、凹凸面２９ｂによって歯茎に押接刺激を付与する。また口を開けるとき歯茎刺激具
２９は元の自然体に復帰し押接刺激を弱くする。従って、この歯茎刺激具２９は、噛挟み
具１を噛挟みしながら上記のように口に装着して使用することができるので、両者の使用
機能を同時に発揮すると共に、歯茎刺激具２９の使用負荷を高めた新規なトレーニング法
を創出し、滑舌や発声トレーニングをより楽しく効果的に行うことができる等の特徴があ
る。
【００７５】
〔図４(ｂ)利用器具３０・ミスト・ノズル〕
　次に、図４(ｂ)を参照し噛挟み具１の取付杆７ｂ又は把持部１０に取付けて使用するこ
とができる利用器具３０について説明する。この利用器具３０は、顔面形状をなして顔を
覆う大きさと形状にした格子構造のガードフレーム３０ａとなし、その下部に設けられる
取付部３０ｂを、口に銜えた噛挟み具１に取付杆７ｂ等を介して取付けるようにしている
。これにより利用器具３０は、顔面から離間した状態で手で持つことなく携帯移動可能に
装着することができる。そして、ガードフレーム３０ａの適所に設けたノズル等の供給部
２５ａから前記作用材供給手段２５を介して所望の作用材を顔に供給作用させることがで
きる。一方、利用器具３０はガードフレーム３０ａに沿ってタオルやマット及びフィルム
やパット等の被覆部材３０ｃを載せて、顔との間に隙間を形成して覆うことができるので
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、該隙間に供給される作用材を被覆部材３０ｃが散逸を規制し効率よく作用させることが
できる。また必要により顔に貼り付けたパット３０ｃ等に対しミスト化或は蒸気化させた
作用材を効果的に供給することができる等の利点を創出する。尚、利用器具３０はガード
フレーム３０ａ側に設けた取付部３０ｄに噛挟み具１を取付けるようにしてもよい。
【００７６】
〔図６～図８噛挟み具１の別実施形態及び付加実施態様・パイプ材・曲げ構造４〕
　次に、上記のように使用される噛挟み具１の別実施形態及び付加実施態様について図６
～図８を参照し説明する。尚、前記実施形態のものと同様な構成及び作用については、同
一符号を付し説明を省略する。先ず、図６に示す噛挟み具１は、噛み本体２を合成樹脂製
や金属製の可撓性を有するパイプ部材によって製作すると共に、把持部１０を別部品デザ
イン体として着脱又は一体的に構成するようにしている。この噛み本体２は予め形成され
る舌動部５の後屈曲部５ｃを、前記実施形態のものと同様に口角接触部２ｋから後方噛み
距離Ｌを有し後方に向けて屈曲させて深くなる屈曲谷部５ｅを突状屈曲部とし、外側非噛
み部２ｓ側に向けて形成される噛み部２ａを、谷部から前方に向けて緩やかで長い斜面部
（後退傾斜面）５ｄとなし曲げ構造４を構成している。
【００７７】
　この噛挟み具１は図６(ｂ)に示すように、左右の噛み部２ａの内側を外側より口奥側に
向けて内向き後方に後退方向に傾斜する斜面部５ｄとなし、左右の奥歯によって歯列Ｂに
略直交させた状態で安定的に噛挟みをすることができ、噛み本体２の噛位置の位置決めを
確実にして左右方向の位置ずれを規制する。また顎を動かして噛挟みを緩めたのち再度噛
みしめる噛挟み動作によって、噛み本体２を後退斜面部５ｄを介して奥側に向けて付勢保
持することができる。従って、この噛挟み具１は、トレーニング中における噛み本体２の
左右方向の噛挟み位置のずれを規制しながら、人の口に応じた使用を容易にする。
【００７８】
　そして、平面視で斜面部５ｄの傾斜に近くなる前方傾斜状又は略水平状をなす左右の口
角接触部２ｋに対し後屈曲部５ｃを前記後方噛み距離Ｌを有して口奥側に突出させており
、前記図５で示す噛挟み具１と同様に屈曲谷部５ｅを介しより最奥歯で噛挟みでき、口角
接触部２ｋが口縁接触軸部となって口角後縁Ｋを無理なく口内側からも押接し接触刺激を
好適に付与する噛挟みを可能にする。さらに、噛挟み具１は弾性力及び可撓性を有して変
形自在な線状部材によって、舌動部５を前方に向けて張り出す湾曲形状にしているため、
使用者がその湾曲形状を自身の口に適応した大きさと形状に容易に変形させて修正使用す
ることもできるので、１つの噛挟み具１によって口の大きさや要求の異なる多様な使用者
にも速やかに対応することができる。
【００７９】
　また噛挟み具１は、後屈曲部５ｃ等諸要部の屈伸変形代を十分に有しているため、図６
（ａ）の実線位置から２点鎖線に示すように、左右の後屈曲部５ｃを内外方向に屈曲変形
したり、或は前屈曲部５ｂを変形させて舌動部５の先端位置を前後方向に変形移動調節し
たりすることを容易にする。後屈曲部５ｃは、舌動部５の基部側を噛み部２ａより後方に
位置させて前後方向の屈伸代を大きくすることもできるため、舌動部５の前端位置の調節
及び左右幅や形状調節を、２点鎖線で示すようにより自由にすることができる。
【００８０】
　従って、この噛挟み具１は、使用者自身がトレーニング中でも口に銜えたまま口の大き
さや好みに対応し、自分の手によって噛挟み形状と姿勢を容易に修正して整えることがで
きるため、１つ噛挟み具１によっても、多様な噛挟み形状によるトレーニングを楽しく効
果的に継続し易くする等の特徴がある。また噛挟み具１は必要により、図６（ｂ）に２点
鎖線で示すような口内拡張片Ｍを後方側方に向けて屈曲形成すると、この場合の口内拡張
片Ｍは、口奥側内から頬部の内面に接して外側に押しやるので、より奥側の奥歯によって
噛み部２ａを噛挟みし易くすることができると共に、口内からほうれい線の皺を伸ばすよ
うに作用させることができる等の利点がある。
【００８１】
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〔図６（ｃ）噛挟み具１の工作キット化・装飾・入浴・曲げ自在使用法〕
　次に、図６（ｃ）を参照し噛み本体２を合成樹脂製のパイプ２ｐで覆って使用する噛挟
み具１の実施形態について説明する。この場合のパイプ２ｐは、噛挟みに好適な部材とし
て市販されているシリコン製チューブや飲料用のストロー材にすることができ、心材とな
る噛み本体２は、例えば盆栽等の整枝用として曲げ易い可撓性と形状保持性に勝れるアル
ミ線等の安価な部材を選択することができる。これにより噛挟み具１は、先ず真直状に形
成される噛み本体２に一端からパイプ２ｐを挿入したのち両者を共に曲げ加工をすること
により、同図に示す舌動部５を有する中高な帽子形状に簡単に製造することができる。上
記のように丸又は角パイプからなる断面中空の噛み本体２を被覆パイプ２ｐによって被覆
する噛挟み具１は、全体の軽量化を図ることができ、また噛み本体２に合成樹脂製の被覆
パイプ２ｐを挿入した状態での屈曲加工も容易にすることができる。
【００８２】
　そして、被覆パイプ２ｐは、例えば医療用機器に使用されているような透明又は半透明
状のパイプにすることもでき、予め赤青黄や金色等に着色されている市販アルミ線を選択
することにより、多様なカラー色を外観できるカラー色利用型滑舌棒等の新商品シリーズ
化を簡単且つ安価に行うことができる。また内部の噛み本体２の材質や表面処理を低コス
トにしながら、カラーバリエーションの選択範囲を自由にして意匠性に勝れた飽きを生じ
難い噛挟み具１を提供できる。また意匠性よく簡単安価に製作できると共に、製作後は滑
舌トレーニング利用等の実用性に勝れているため、子供達他学校や各種施設で手づくりす
る工作品や工作キットとして最適化することができる等の特徴がある。
【００８３】
　次に噛挟み具１に厚噛み部２ｃを設ける態様について図６（ｂ），（ｃ）を参照し説明
する。先ず、噛み本体２は外側非噛み部２ｓ側に、所定の噛み厚と噛み幅を有する厚噛み
部２ｃを、噛み部２ａの外側に隣接した位置に固定又はスライド移動可能に設けることが
できる。図６（ｂ）に示す噛挟み具１は、左右の噛み部２ａの外側に厚噛み部２ｃを２点
鎖線で示すように挿入状態で設けており、図示する位置において使用者は左右の噛み部２
ａを噛挟みする薄噛みトレーニングをすることができる。次いで、厚噛みトレーニングを
する場合には、前屈曲部５ｂ或は左右の後屈曲部５ｃを介して舌動部５の間を前記したよ
うに狭めることにより、左右の厚噛み部２ｃを歯列Ｂに臨ませて噛挟みすることによって
行うことができる。
【００８４】
　このとき後退斜面部５ｄを有する後屈曲部５ｃは、口内後方側に向けて大きく屈曲させ
ることができるので、舌動部５の前部位置及び左右幅を大きく変えることなく、厚噛み部
２ｃの噛挟みを適正にした厚噛みトレーニングを１つの噛挟み具１によって簡単に行うこ
とができる。また噛み本体２を屈伸調節するだけの簡潔安価な構成によって、厚噛みトレ
ーニングを速やかに行うことができると共に、再薄噛みトレーニングの復帰も逆順の動作
によって噛み部２ａを左右移動し元に戻すことより行うことができる。このように可撓性
を有する線状部材からなる噛み本体２は、予め加工された基本形状から使用者の好みによ
り、舌動部５や噛み部２ａ及び外側非噛み部２ｓ等を簡単に屈伸させることができるので
、左右の噛み部２ａの間隔調節並びに装着調節等を自由にすることができる。
【００８５】
〔薄噛みトレーニングと厚噛みトレーニング〕
　図６（ｃ）に示す噛挟み具１は、所定の噛み厚（外径）と噛み幅を有する筒状の厚噛み
部２ｃを、外側非噛み部２ｓ側から挿入し噛み部２ａの外側に隣接した位置から内側に向
けてスライド移動可能に設けている。これより噛挟み具１は、実線位置で示す歯列Ｂに臨
む噛み部２ａを噛挟みする薄噛みトレーニングを行い、且つ厚噛み部２ｃを内向き移動さ
せて歯列Ｂに臨ませた２点鎖線で示す位置で噛挟みすることにより、所定の厚噛みトレー
ニングを簡単に行うことができる。図示例の噛挟み具１は、噛み本体２を被覆する被覆パ
イプ２ｐの外側非噛み部２ｓ側に、径大で厚肉な可撓性を有する例えばシリコン製のパイ
プ部材によって厚噛み部２ｃを有して形成される把持部１０を左右方向にスライド自在に
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挿入している。また把持部１０には、使噛挟み使用時に口角部に接触自在な口角接触片３
ｋを突設している。
【００８６】
　図６（ｅ）は噛み本体２の別実施形態を示す部分断面図であり、この噛み本体２は、少
なくとも内側非噛み部２ｂと噛み部２ａにおいて可撓性を有する心材２ｇとなし、該心材
２ｇの外周をゴム状又はジェル状をなす軟質合成樹脂等からなる軟質部材２ｎで被覆し、
且つ軟質部材２ｎの外周をストロー材と同様な合成樹脂製の外側パイプ２ｐで覆う構成に
している。尚、噛み本体２や把持部１０は、近年開発されているタフなジェル状合成樹脂
やバイオポリマ、木材等植物から得られるナノファイバ等を利用した成形品にすることが
でき、この場合には外側パイプ２ｐを省略することができる。
【００８７】
　また噛挟み具１は、複数部材を積層させたラミネート構造によって製作してもよく、噛
み本体２並びに把持部１０や枕部３は、必要により他の合成樹脂部材やシリコンゴム等の
素材を組み合せて所望に製作することができる。
　さらに、噛挟み具１は、噛み本体２又は把持部１０等を中空気密構造或は浮力の高い軽
量体構造にすることにより、子供達が入浴時に使用する際に、水没を防止して使用でき、
また洗浄時の水切り乾燥等も容易にする等利便性を高めることができる。そして、家庭の
風呂や温泉並びにプール等で子供の使用を楽しく有意義にすると共に、特に、運動選手が
風呂やプールで行う呼吸法や、口角部を上げて笑顔状態にすることに基づく、脳の幸せ感
反応及び脳や顔筋のリラックス反応等によって、各種の練習を効果的にすることができる
利点がある。
【００８８】
〔図７分割型噛挟み具１と操作手段２６と舌動センサ部２８〕
　次に、図７に示す噛挟み具１について説明する。この噛挟み具１の噛み本体２は、内側
非噛み部２ｂを接続部材２ｘとして中央本体にしており、その両側に側本体としての把持
部１０と枕部３を形成する被接続部材２ｙを接続して構成している。接続部材２ｘは、舌
動部５の基部両側に後屈曲部５ｃを介して上記把持部１０を挿入支持する軸部２ｊを形成
し、且つ該軸部２ｊの基部側を薄噛みトレーニング用の噛み部２ａとしている。一方、被
接続部材２ｙは、上記軸部２ｊにスライド自在に挿入する取付孔２ｚを穿設しており、そ
の側本体の外周に厚噛み部２ｃと把持部１０と枕部３とを一体的に形成している。また把
持部１０の内部には、前記コントロール部２６ａ或は任意な付属品等を設置又は収納可能
な中空の収納部１０ｓを形成している。
【００８９】
　把持部１０は、径小な内側端から径大な枕部３側に向けて、例えば図７（ｃ）に示すよ
うな断面を有する錐形状によって形成しており、その内側寄りに噛み部２ａの直径（噛み
厚）より数ミリ程大きい厚噛み部２ｃを設けている。つまり、この噛挟み具１は、前記図
１に示すものと同様に背面視又は正面視において、例えば噛み部２ａの上下方向の噛み厚
（上下幅）が５ミリ程度である場合に、厚噛み部２ｃの噛み厚は７～１５ミリ程度に順次
変化させるように形成している。また噛挟み具１は、その平面視形状を把持部１０を中心
として略逆ヘ字形状をなすと共に、前後方向の噛み厚（前後幅）を７ミリ程度から２０ミ
リ程度に順次変化させて形成している。尚、接続部材２ｘが３ミリ程度又はそれ以下の場
合は、把持部１０側に薄噛みトレーニングを行う噛み部２ａを設けることが望ましいもの
である。
【００９０】
　以上のように構成される噛挟み具１は、把持部１０を接続部材２ｘに左右方向移動調節
自在にしているので、図７（ａ）に示す実線位置では歯列Ｂに５ミリ程度の噛み厚を有し
た噛み部２ａを臨ませて薄噛みトレーニングを行うことができ、且つここから把持部１０
を内側移動させることにより、厚噛み部２ｃによる７ミリ以上の噛み厚による厚噛みトレ
ーニングを行うことができる。尚、接続部材２ｘの直径を３ミリ以下にする場合には、把
持部１０側に直径５ミリ程度の噛み部２ａを厚噛み部２ｃに隣接させて一体的に形成して
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もよいものである。また薄噛みトレーニングと厚噛みトレーニングの切換えは、舌動部５
の左右幅を変更して行う噛み位置切換手段にすることができる。さらに、この噛挟み具１
は把持部１０を接続部材２ｘの軸部２ｊに挿入しているため、図７（ｃ）に示す実線位置
から舌動部５の口内姿勢を変えることなく、９０度回転させた２点鎖線にすることができ
、厚噛み部２ｃの噛挟み面を異ならせて噛み厚を変更することができる。
【００９１】
　即ち、図示例の把持部１０は、上下方向の厚さ（上下幅）を小とし前後方向の厚さ（前
後幅）を大としているので、把持部１０を略９０度回転させた２点鎖線姿勢で噛挟みする
と、実線姿勢で噛挟みする場合に比べてより厚噛みをすることができる。尚、把持部１０
は舌動部５に対し略９０度ねじり回転操作をすることができる材質又は構造にしてもよい
。
　そして、把持部１０は、平面視において内側を小幅とし外側を徐々に大幅にした流線形
状の把持部１０となし、その外側端に肉厚な枕部３を形成しているため、使用者は肉厚で
大幅な枕部３とその近傍を安定的に把持した状態で噛挟みを行い易くしている。また噛み
本体２を平面視で逆ヘ字形状に形成した噛挟み具１は、外側端側で把持部となる枕部３が
逆ヘ字形状になって口前側に偏倚して臨んでいるため、使用者は顔のより前側にある枕部
３を摘み把持し易くなると共に、噛挟み具１の口への挿脱及び噛挟み位置の調節操作等を
行い易くすることができる。また前記各機能器具６等は、把持部１０に対し前記図１で示
す噛挟み具１と同様に取付けることができる。
【００９２】
〔図７（ｄ）輪ゴム装着部材８と顔筋運動手段３２〕
　次に、図７（ｄ）を参照し上記噛挟み具１の使用態様例並びに他の実施形態等について
説明する。この噛挟み具１は、輪ゴム（ゴム紐部材）や紐或は針金等からなる装着部材８
を、把持部１０の所望箇所に係脱自在又は一体的に取付ける貫通孔或は凹凸状の支持部２
ｅを設けることにより、噛挟み具１の顔への確実な装着及び多様な使用を簡単且つ安価に
行うようにしている。即ち、図示例の噛挟み具１は、支持部２ｅにゴム紐部材（図示例で
は輪ゴムを示す）の装着部材（弾性装着部材）を係脱自在に取付けることにより、左右の
弾性装着部材８を両耳に掛けて顔に装着した状態で噛み本体２を口に銜えて噛挟み使用す
ることができる。これにより使用者は、噛挟み具１を顔に装着した状態で必要により前側
移動や反転姿勢に切換える使用ができる。
【００９３】
　さらに、噛挟み具１は図７(ｄ)，図１に示すように、左右の把持部１０側に２点鎖線で
示すような顔筋運動手段３２を簡単な構成によって着脱又は一体的に設けて使用すること
ができる。この場合の噛挟み具１は、顔筋運動手段３２を使用した運動を最奥歯側及び口
角部の深い噛挟みを介して無理なく顔筋に伝えるため、入れ歯の人も楽に使用でき日頃鍛
え難い顔の筋肉を強制的且つ楽に鍛えながら、健康効果や美顔小顔化等を期待できると共
に、好奇心や楽しみも喚起しながら飽きを生じ難いトレーニングを行うことができる。即
ち、図示する顔筋運動手段３２は、帯板状或は丸棒状の弾性力を有する作動部材３２ａを
把持部１０側から側方に向けて所定長さで延長させると共に、その自由端部にウェイト（
バランスウェイト）３２ｂを設ける構成となし、顔を上下左右に動かす顔運動に基づき、
上下や前後方向の振幅エネルギ及び遠心方向エネルギをより増大させることができる。ま
た図７(ｄ)に示すように顔筋運動手段３２は、作動部材３２ａの身長を口角接触基線Ｆに
対し作動角αを有して設けると、この場合には、ウェイト３２ｂ側を噛挟み部の前方に位
置させた前方運動モーメントを付与しながら高効率トレーニングを可能にすることができ
る。
【００９４】
　また作動部材３２ａの身長左右端を前傾角を有して顔の前方に向けて離間させるので、
肩等の接触を防止しながら顔や体を上下左右に大きく動かして行う顔筋トレーニングをよ
り自由に行うことができる。従って、顔筋運動手段３２を備えた噛挟み具１は、最奥歯側
と口角部による深い噛挟みと口角接触刺激を付与しながら舌の運動も自由にするため、首
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振りリズム運動を自由にした顔筋トレーニングに合わせ、滑舌トレーニングも効率よく行
うことができる等新規な利点を創出することができる。
　そして、作動部材３２ａは、回転運動機構、振動機構、往復運動機構等所望の動力機構
（駆動部）３２ｃを設けて作動させると、この場合には運動動作に基づくウェイト３２ｂ
を有する作動部材３２ａの共振運動を大きくし、このエネルギを噛挟み姿勢の噛挟み具１
を介し運動負荷を口及び顔の筋肉に効率よく伝えるので、新規且つ多様なトレーニングを
創出することができる。尚、顔筋運動手段３２の各種実施形態について図８，図１２にも
記載する。また作動部材３２ａは、主たる振動方向を変更するように噛み本体２側に対し
回動可能に設けてよい。
【００９５】
〔図７噛挟み具１を操作手段２６にする具体手段と舌動と噛みセンサの構造〕
　次に、図７を参照し噛挟み具１に設ける操作手段２６の具体実施形態例について説明す
る。この操作手段２６は、前記図４(ａ)に示すものと同様の操作部２６ａと、被操作体を
動作させるコントローラ(制御部)２６ｂ等からなる。先ず、左右の噛み部２ａに設ける操
作部２６ａの噛みセンサ部２７は、所定値以上の噛み圧の有無によってＯＮ,ＯＦＦする
歯圧型スイッチとなし、舌動センサ部２８は舌Ｄの舌先による所定値以上の舌圧の有無に
よってＯＮ,ＯＦＦする舌圧型スイッチとしている。この舌動センサ部２８は、舌動部５
の前部側(舌先側)に舌先を差入れ自在なリング状のセンサホルダ２８ａを設け、その内周
に沿う所定位置に所定数の舌圧型スイッチを配設した構成にしている。尚、センサホルダ
２８ａは、図７(ａ),(ｂ)に示すように舌動部５に着脱自在に取付ける構造と、図７(ｄ)
に示すように舌動部５の先端側に予め一体的に形成する構造とにすることができる。また
リング状又は筒状のセンサホルダ２８ａの先端には、その直径方向に舌先で押接操作自在
な後述するような舌押動センサを操作し易く設けることができる利点がある。また舌動部
５に設ける舌動センサ部２８は、センサホルダ２８ａを口蓋に沿う広幅な箆形状にするこ
とにより、前後左右の舌先操作を広範自由にしつつ舌休止も楽にでき長時間使用型の操作
手段２６に好適化できる。またセンサホルダ２８ａは下歯の内側で下顎骨に沿って設ける
と、上記口蓋センサホルダ２８ａと共に操作機能を分担しながら多様な操作を可能にする
こともできる。
【００９６】
　一方、コントローラ２６ｂは、操作部２６ａと接続するリモコン送信部として把持部１
０に形成した収納部１０ｓ内にコンパクトに纏めて収納している。図示例の噛挟み具１は
、左側の把持部１０内にボタン電池等の電源部２６ｃを収納し、右側の把持部１０内に出
力ポートを有するマイコン制御部２６ｄを収納している。これにより噛挟み具１の操作手
段２６は、例えば、舌圧スイッチのＯＮ．ＯＦＦに基づきマイコン制御部２６ｄによって
、例えば３８ｋｈｚ～４０ｋｈｚ程度の変調した赤外線を赤外線発信ダイオードで信号発
信し、且つ発信された信号はリモコン受信部の赤外線信号入力用フォットダイオードの受
光素子で受信し、その信号をアンプ．バンドパスフィルタ．検波．波形形成復調回路を構
成したＰＩＣマイコン（制御用ワンチップマイコン）で解析し、その結果に応じて出力ポ
ートに接続されたトランジスタとリレー等からなるモータドライブのＯＮ／ＯＦＦによっ
て、車椅子等の被操作体が備える前後左右の操舵駆動モータを所定動作させる等操作可能
に構成している。
【００９７】
　従って、上記のような操作手段２６を備える噛挟み具１を利用して、電動型車椅子を制
御(運転操作)したい場合には、舌が舌圧スイッチをＯＮにしない中立位置のときは、車椅
子の走行装置にブレーキがかかる仕組みにし、舌を動かして上側の舌圧スイッチをＯＮに
すると車椅子が前進し、下側の舌圧スイッチをＯＮにすると後退し、上側と右側の舌圧ス
イッチをＯＮにすると前進しながら右旋回し、上側と左側の舌圧スイッチをＯＮにすると
前進しながら左旋回し、同様に下側と右側の舌圧スイッチをＯＮにすると車椅子は後退し
ながら右旋回し、下側と左側の舌圧スイッチをＯＮにすると後退しながら左旋回する等の
操作し易い舌操作パターンにすることができる。これにより運転者は、手足を使用するこ
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となく、意図的に全方向に動かし易い舌による全方向の操作を的確に行うことができる。
【００９８】
　この構成において噛みセンサ部２７は、例えば、左噛圧スイッチをＯＮ・ＯＦＦすると
、例えばメインスイッチを作動・停止させることができ、右噛圧スイッチをＯＮ・ＯＦＦ
すると、ライト２６ｒや警報器等の付属品を入り・切りすることができる。尚、噛みセン
サ部２７や舌動センサ部２８の操作は、左右等の噛み位置の選択操作に合わせ、例えば所
定時間当たりのそれぞれの噛み数の選択操作の組み合せを図ることにより、操作信号の多
様性を簡単に向上させることができる。また噛み時間の長短と噛み回数の組み合せの信号
化を図る場合には、恰もモールス信号のような操作パターンを創出できるため、モールス
符号で文字変換をして操作可能にする。また舌によって口腔内で発声させる特定音や噛挟
み時に生ずる特定ボイス音を、音(振動)センサで検知して予め録音登録した変換信号によ
って通話操作可能にする。等操作の多様性や入力の多様性を簡単に向上させることができ
る。
【００９９】
　また舌動センサ部２８は、上記のような舌圧型スイッチをセンサホルダ２８ａ内の上下
左右所用箇所に所定数配設するが、これに限定することなく舌の位置を検知する近接型ス
イッチや、形状変化を検知する繊維織物や軟質プラスッチック材で舌の動きを検知する接
触センサ等の任意なセンサ手段にすることができる。また舌の前後方向の移動又は押動を
検知するセンサ手段を付加して多様操作をすることもできる。
　従って、この操作手段２６によれば、噛挟み具１に装着される各種の機能器具６に対す
る操作を、手を使うことなく口操作によるリモコン操作を簡単確実に行うことを可能にす
る。尚、舌の前後方向の移動又は押動を検知するセンサ手段を付加すると、例えば、口を
開けて舌を前方にすばやく突出させる自然な動作を自由にするので、緊急ブレーキや停止
等の操作に適応でき、また舌を自然体に戻し休めた復帰姿勢では、中立操作位置として好
適化させることができ操作性を向上することができる。また舌動センサ部２８は、口腔前
方に舌で支持することなく前側に湾曲する舌動部５を利用して簡単に設けることができる
と共に、舌に接触しても動じなく支持することも容易にできるため、誤動作を防止して操
作性を向上させることができる等の利点もある。
【０１００】
　以上のように操作手段２６を有して構成される噛挟み具１は、ゲーム機で多様される十
字方向操作やマウス操作、並びにパソコンやスマホ等のキー入力操作等も口操作によって
可能にすることができるので、ゲーム機やパソコン・スマホ等の被操作体の活用を誰でも
容易に使うようにすることができる。そして、その使用時に噛挟み具１による各種のトレ
ーニングを自ずと促進できる利点がある。また各実施形態の噛挟み具１は、前記舌動部５
と曲げ構造４を有して構成しているため、手で持ち変えて行う噛み直しを抑制でき数時間
にわたる噛挟みも楽に継続することができる。また各種機能器具６の使用も他所に取付け
て支持することなく、噛挟み具１を銜える動作によって顔に簡単に装着できると共に、そ
のまま携帯移動しながら利便性を有して使用することができる。
【０１０１】
〔舌動センサ部２８の作用効果、端末利用やトレーニング手法の創出〕
　このように噛挟み具１を操作部２６ａとして使用する方法において、噛み本体２の舌動
部５に、舌の動作を検知する舌動センサ部２８を使用者が舌を上下左右に動かす舌先によ
って無理なく確実に操作できる口腔内位置に簡単安価な構成によって支持することができ
る。これにより舌が舌動センサ部２８を強く押動又は接触したとしても、舌動センサ部２
８が口腔内で設置位置を大きく変動することなく検知することができる。従って、舌上に
直接的に載せる従来型の舌動センサ部のように位置ずれに伴う誤動作や複雑なセンサ構造
にすることなく簡潔で安価な構成の操作手段２６することができる等の特徴がある。さら
に、噛挟み具１に必要により装着する各機能器具６も操作手段２６によって操作可能にす
る場合には、ビジネスや家事並びに他の活動を行う手を休めることなく、機能器具６の機
能作用を自在に発揮しながら併行使用(ながら使用又はながら運動と言う)することができ
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る。そして、機能作用による成果に合わせ、滑舌や顔筋等のトレーニングも自ずと行うこ
とができるので、顔感覚器官の改善やケアを通し心身の感性感覚も活性化することになり
、楽しくよい人生創造を創出する生活ツールとして最適化することができる等の利点もあ
る。また上記のようなスキルアップトレーニングの促進は、パソコンやスマホやウェアラ
ブル端末並びにＩＯＴ等を利用したトレーニング補助（助成）技術、及びトレーニング手
法の創出により、噛挟み具利用分野の展開技術等による新規テーマの提供も可能にする。
【０１０２】
〔付属品３５の各種と利用態様・収容・担持・花粉症・舌下療法と相乗効果の開発〕
　次に、前記噛挟み具１に各種の付属品３５を取付けて使用する付属品利用構造と、その
利用態様について説明する。先ず、付属品３５としては、例えば、電気的に作動される、
振動発生機器や発光素子等からなるランプ及びスピーカやマイク等があり、また各種の光
彩ボールやキャラクタグッズ並びに装飾部材等がある。また付属品３５は、例えば各種薬
剤・薬効植物・芳香剤・栄養剤・甘味剤・調味料・食品・飲料・アルコール等を収容又は
担持する保持体にすることができる。この場合の各種保持体は、利便性を有して噛挟み具
１に装備することができるため、所望作業時や運動の前後に失念することなく服用や摂取
等の保持体利用を行い易くすることができる。また付属品３５は、その全体又は構造の一
部を前記収納部１０ｓ等を利用して収納自在にするほか、所望のものを舌動部５や外側非
噛み部２ｓに内装、或は外装される蓋部材や枕部３や顔接触具等を利用すること、及び装
着部材８の構造を利用して設けることもできる。尚、花粉症の改善に有効とされる杉の葉
類又はその成分担持剤(有効作用材)を舌下に入れる際には、該有効作用材を最適姿勢にし
た舌動部５に保持手段によって保持すると、噛挟み具１の前向きな使用習慣に併せて有効
作用材の服用を大きなストレスを伴うことなく促進でき、且つ利便性を有する新規適舌下
療法も構築できる。
　また長時間微量摂取用とし飴玉状にした各種の有効作用材の口内保持手段は、上記の他
に前記センサホルダ２８ａのように筒状保持体にすると、該保持体内に収納保持した作用
材を周囲との接触融解を防止しながら、舌先による適正接触微量摂取をすることができ、
且つこの場合にも噛挟み具１との利用相乗効果を高める利点がある。
【０１０３】
〔図８噛挟み動力型の顔筋運動手段３２・装着部材８〕
　次に、図８を参照し噛挟み具１を備える発声トレーニング器具１ａの実施形態について
説明する。この発声トレーニング器具１ａは、単独使用可能に構成する噛挟み具１を、折
畳み自在な装着部材８に着脱自在に取付手段４０を介して取付けるようにしている。図示
例の装着部材８は、図３で示したものと同様なＵ字形状の取付杆(横連結部材)７ｂの左右
端側に設ける縦板形状の取付部材７ｆに、噛挟み具１の左右端を係脱自在に取付ける取付
手段４０と、つる部４１を折畳自在に連結する左右の折畳部４１ａを構成している。図示
する取付手段４０は、内向きに対向して噛挟み具１の両端を回動調節自在に且つ係脱自在
に係止する係合部材４０ａと、取付部材７ｆに固設されて係合部材４０ａを係脱操作自在
に支持するホルダ４０ｂ等によって構成される。
【０１０４】
　これにより取付手段４０は、係合部材４０ａが噛挟み具１の左右端を嵌挿することによ
って実線で示す使用姿勢に支持することができると共に、係合部材４０ａを係合解除方向
に移動させることにより使用姿勢を解除して噛挟み具１を取り外すことができる。また形
状の異なる噛挟み具１をワンタッチ状に着脱する取付手段９は、図示例に限定することな
く任意構造にすることができる。さらに、上記発声トレーニング器具１ａは、各取付手段
４０を利用して、例えば把持部１０やホルダ４０ｂに前記機能器具６や付属品３５を設け
ることができるので、各種トレーニングと共に前記した用途毎の使用性を高めることがで
きる。
【０１０５】
　一方、装着部材８は、横連結部材７ｃの左右上部に湾曲状に形成される外側面又はホル
ダ４０ｂに、蝶番構造からなる折畳部４１ａを所定の折畳角度を有して設けており、該折
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畳部４１ａを介してつる部４１の基部を回動自在に軸支している。またつる部４１は基部
から上方に立ち上げた起立部を介して耳掛け部４１ｂを後方に向け延長形成している。こ
れにより発声トレーニング器具１ａは、左右のつる部４１を実線で示す使用姿勢にしたと
き、噛挟み具１を口に銜えた状態で耳掛け部４１ｂを耳にかけて発声トレーニング等を行
うことができる。尚、つる部４１には前記スピーカ等の音声付与具２１を着脱自在に設け
ることができる。
【０１０６】
　以上のように構成される発声トレーニング器具１ａは、装着部材８に噛挟み具１を取付
手段４０に回動軸支及び着脱自在に取付けて使用し易くし、またつる部４１をメガネと同
様に折畳み格納を可能とし携帯使用の利便性を向上させ、各構成部材を貴金属を使用した
製作を好適にすることができるので、シンプル且つゴージャスな美観を備えながら各種ト
レーニングを快適に行い易くする等の特徴がある。
　さらに、この発声トレーニング具１ａは、必要により顔筋運動手段３２を噛挟み具１の
両端又は装着部材８の適所に着脱自在に設ける構成にし、日頃鍛え難い顔の筋肉を強制的
且つ楽に鍛えると共に、好奇心や楽しみも喚起しながら飽きを生じ難いトレーニングを行
うようにしている。図示例の顔筋運動手段３２は、図７で既述した回転運動機構、往復運
動機構、振動機構等所望の機構からなる駆動部３２ｃと、該駆動部３２ｃを取付部材７ｆ
又は噛挟み具１に接続する取付部３２ｄと、駆動部３２ｃに支持されて作動自在な弾性力
を有する帯板状或は丸棒状の作動部材３２ａ等により構成している。
【０１０７】
　このように顔筋運動手段３２を備える発声トレーニング具１ａは、噛挟み具１を銜えた
状態で駆動部３２ｃの操作スイッチを選択操作することにより、作動部材３２ａを２点鎖
線矢印で示すように、正転又は逆転又は上下運動をウェイト３２ｂの振動増幅作用を付加
して口に強く伝えることができる。従って、この顔筋運動手段３２は、約４０種あると言
われる多数の筋肉に動力負荷を効率よく確実に付与しながら、顔筋トレーニングを効果的
に行い易くすることができる。また駆動部３２ｃを停止させた状態では、使用者が顔を動
かす動作によって所望の顔筋トレーニングを自由に行うことができる等の特徴がある。ま
た顔筋運動手段３２は、装着部材８を有しない噛挟み具１に設けて単独使用を可能にする
ことができる。つまり、顔筋運動手段３２は、前記した実施形態の噛挟み具１や装着部材
８を利用するものに限定することなく、任意形状の滑舌棒や噛挟み具にも作動部材３２ａ
を設けることができるので、口で横向きに噛挟みをする噛挟み具１と顔筋運動手段３２と
からなる、新規な顔筋トレーニング具としての商品化と使用を可能にする。
【０１０８】
〔ＩＯＴ技術利用の展開法〕
　尚、顔筋運動手段３２による運動は、一定又は不定の振動を切換自在に設けることが望
ましく、また作動部材３２ａには、子供達が興味を示す例えば、風船等の玩具品を取付け
自在にしたり、また興味を喚起する奇抜的デザイン形状しておくことが好ましい。さらに
上記噛挟み具１の多様なトレーニングに、前記した画像や音声を利用したウェアラブル端
末の使用や、視界変化具或はアイトレーニング装置の使用を融合させると、各種トレーニ
ングを楽しく有意義に促進することができる。さらに、作動部材３２ａの運動は近年開発
されているＩＯＴ技術を利用融合して行うことにより、使用者がパソコンやスマホを介し
て所望の駆動部３２ｃ並びに作動部材３２ａの運動を自由に選択して多様なトレーニング
を行うことができ、ＩＯＴ技術利用型の新規な噛挟み具１の用途開発とツール開発を可能
にすることができる等の利点がある。
【０１０９】
〔図１～図８の噛挟み具１の作用効果のまとめ〕
　以上のように構成される噛挟み具１は、左右の噛み部２ａを接続する舌動部５の左右基
部側に、口角接触部２ｋから後方噛み距離Ｌを有して噛み部２ａを設けることにより、使
用者が左右の口角接触部２ｋを左右の口角後縁Ｋに接当させて口に銜えたとき、口角後縁
Ｋの側方にある奥歯から後方噛み距離Ｌを有した口奥側にある最奥歯側によって噛み部２
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ａを速やか且つしっかりと噛挟みをすることができるので、口角接触部２ｋが口角後縁Ｋ
を押接する痛みや強い口角押接反力を生ずることなく、笑顔状態の口角接触刺激を好適に
付与しながら適正噛挟み姿勢を維持するため、長時間にわたる噛挟み具１の使用を行い易
くすることができる。
【０１１０】
　そして、噛挟みトレーニング中における会話も従来のものより行い易いため、使用者は
飽きや大きな不便を生じ難いトレーニングを長時間にわたり継続することができた。即ち
、噛挟み具１を噛挟みながらパソコン操作作業をして実験したところ、所用による中座し
た２時間３０分の間に噛み難さや不都合を生じることなく、且つ眠気を生じない覚醒状態
で爽快感を伴いながら使用できることを確認した。このことからも、３０分以上数時間に
わたる噛挟みを十分に可能にするため、機能器具６を噛挟み具１に装着した状態で長時間
にわたる使用ができ、機能器具６や付属品３５の使用効果を後述するように十分に発揮さ
せることができる。
【０１１１】
〔噛挟み具１や滑舌棒の効能利点の総論と市場展開のポイント〕
　従って、この噛挟み具１は、例えば医学的な知見から推奨されている、「舌先を上あご
に吸い着けたのちに強く元に弾き返す舌の上下反発運動」を内側非噛み部２ｂに支障され
ることなく、適正噛挟みをしながらその姿勢を崩すことなく相乗効果を有して行うことが
できる。そして、舌筋や口輪筋等の口筋を主として強化することができるため、睡眠中の
口呼吸の防止や唾液枯渇防止等の健康促進効果並びにリップトレーニングや滑舌改善並び
にボイストレーニング効果の向上等を図ることができる。
　尚、上記推奨されている舌の上下反発運動は、近年特に顕著とされる口輪筋や口角及び
舌筋等の口筋力の低下に伴う、睡眠時無呼吸症候群やドライマウス症候群による睡眠障害
、及び免疫力低下等の弊害を、簡単且つ効果的に改善予防すると言われているものである
。
【０１１２】
〔アメリカのスポーツ理論と噛挟み具１のつながりと展開〕
　そして、近年提唱されているアメリカのスポーツ理論によれば、短距離走等において顔
筋を笑顔状態にすることが心身のリラックスになることから、記録更新改善に繋がること
が証明されメダリストによっても実践されている。このことからも、噛挟み時に口角を適
正に押接して笑顔状態や前向き意識を持続させる噛挟み具１が必要であると共に、我が国
においても脳科学及び潜在意識を重視したスポーツ(学習)理論の普及研鑽と共に、噛挟み
具１の利用促進手段が期待される。従って、この点を考察した本発明に係わる噛挟み具１
とその使用方法によれば、口角刺激に基づく笑顔意識によるリラックス状態でのランニン
グやダンス等各種のながら運動を可能にするほか、各種スポーツの記録更新への挑戦トレ
ーニングに前記利便性を有して行い易くする等の特徴がある。
【０１１３】
〔ＩＯＴ技術利用型他治療器・補助機器トレーニング〕
　さらに、この噛挟み具１は、その噛挟み姿勢において機能器具６や付属品３５及び操作
手段２６を、外部から保持したり顔にテーピング保持をすることなく、簡潔で安価な構成
によって使い易く支持することができる。また必要によりこれらの支持装着物を操作手段
２６によって口からリモート操作したり、各種被操作体の噛挟み具１による操作利用を促
進する新規的な使用分野を提供する等の利点がある。
　上記使用分野の一例としては、近年実用化されて周知の、モノのインターネットと言わ
れるＩｎｔｅｒｎｅｔ　ｏｆ　Ｔｈｉｎｇｓの略称であるＩＯＴ技術との融合利用があり
、この場合には、使用者がパソコンを介し所望の運動並びに音声や光や香等を自由に選択
制御して同時活用をする等のＩＯＴ技術利用型の新規な噛挟み具１や発声トレーニング器
具１ａ及びトレーニング方法等に興味を喚起しながら開発することができる。またこの際
に用いる噛挟み具１は、本体の一部又は全部を透明或は半透明部材にすると共に付属品３
５の特性を視覚化し、所望の付属品が有する機能を各種の噛挟み具毎に融合させるトレー
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ニングをより楽しく有意義にすることができる。
【０１１４】
　また噛挟み具１に前記治療器や補助機器等を設けて使用する際には、トレーニング時に
人が発する声や顔筋或いは血流等のデータを、例えば、各対応する適宜な検査装置によっ
て検出しパソコン・スマホ等を用いたモニタやパターン学習の構築により、よりよいトレ
ーニングへの発想や改善を行うことができ、また医療や治療分野等への新たな利用も創出
する。さらに、滑舌・ボイス・カラオケ等発声トレーニングを行うとき、噛挟み具１と共
に音声ガイドや録音・録画等の補助機器を用いながら、各種単語や格言・フレーズ或いは
オノマトペ等を体系的に実践し、その発声特性の把握やデータの蓄積改善を図ることによ
り、このトレーニング分野の研鑽構築と促進を容易にすることができると共に、この学分
野の新規な開発と展開を図ることができる。
【０１１５】
〔図９～図１３口腔前庭Ｗ型の各実施形態と口内型噛挟み体１ｃと他の実施形態〕
　次に、図９～図１３に示す噛挟み具１の各別実施形態について説明する。図９，図１０
，図１１の噛挟み具１は、舌動部５を口腔前庭Ｗに位置させて銜える口腔前庭型を示し、
図１２の噛挟み具１は、左右の噛挟み体１ｃを口腔内の舌動部５によって連結する口腔内
型を示し、図１３の噛挟み具１は、日用品として汎用型歯ブラシの柄を噛み本体２として
利用することができる日用品利用型を示している。
　先ず、図９に示す口腔前庭型の噛挟み具１について説明する。この噛挟み具１は、口角
接触部２ｋを有する左右の噛み部２ａの間の内側非噛み部２ｂを、口腔前庭Ｗ内で下側の
歯列Ｂの外側に沿うように湾曲させて舌動部５を形成する噛み本体２にしている。実施形
態の噛挟み具１は、噛み本体２と左右対称形状の枕部３と把持部１０と、必要により顔接
触部３６を有する接触用アーム３６ａとを、１本の線状部材によって一連に形成する例を
示している。
【０１１６】
〔図９口腔前庭Ｗ型の線状タイプ〕
　この噛挟み具１は、口腔前庭Ｗ内に位置させる舌動部５の左右基部側を内向きに丸く曲
げた後屈曲部５ｃを噛み部２ａにすると共に、該噛み部２ａの前側を外向きに突出させて
口角接触部２ｋを上向き傾斜で支持する曲げ構造にしている。そして、口角接触部２ｋの
上端側となる外側非噛み部２ｓの中途部を頂上部２ｍとし、図４で既述した曲げ谷部２ｕ
から後方下方に曲げた下り傾斜の外側非噛み部２ｓ(把持部１０)を形成し、その端部から
前方内向きに湾曲させて枕部３と把持部１０を延長形成している。また床面Ａに接地する
把持部１０は、必要により前方上方に向けて延長し顔側に向けて曲げ伸ばしできる接触用
アーム３６ａを形成することができる。この接触用アーム３６ａは、機能器具６等を取付
ける取付杆７ｂにすることができ、上端側に前方側から外皮部Ｃに接触させる顔接触部３
６を設けることができる。この顔接触部３６は噛挟み運動により鼻周り外皮に押接すると
きは、鼻孔を開く運動と意識を高めるトレーニングもできる利点がある。
【０１１７】
　以上のように構成される噛挟み具１は、曲げ構造４によって噛み部２ａの後部から口角
接触部２ｋとの間に前記したものと同様な後方噛み距離Ｌを設け、且つ口角上げ距離Ｈを
有して噛挟みをすることができる。そして、口角上げ距離Ｈを有して高く傾斜させた口角
接触部２ｋの外側近傍に頂上部２ｍを形成し、ここから下方曲げして下り傾斜させる外側
非噛み部２ｓを、摘み空間部を介し把持部１０として噛挟み具１の持ち上げや仮置き等の
作業操作をスムーズすることができる。また噛挟み具１は左右の噛み部２ａを銜えた状態
で、指で左右の把持部１０を持って角後縁Ｋに均等に押接し適正噛挟み姿勢にし易くする
ことができ、また口角接触部２ｋの上り傾斜によって口角後縁Ｋを上方側に向けて押接で
き、より笑顔状態を保持した口角部接触刺激のある、顔筋トレーニング及び噛挟み運動の
効果を高めることができる等の特徴がある。
【０１１８】
　そして、口腔前庭型にした噛挟み具１は、口腔前庭Ｗに位置する舌動部５が後方移動を
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歯列Ｂによって規制しながら、前方側の移動を前唇の可撓性と弾力によって自由にするた
め、口腔内型の噛挟み具１に対し噛挟み負荷が少なくなりより長時間の使用を可能にする
。また噛挟みを緩めた状態で前唇を後方側に引き締めるように力を入れると、口腔前庭Ｗ
にある舌動部５を介し噛み本体２を後方移動し噛み直しができ、口角接触部２ｋを口角後
縁Ｋ側に強く(強弱自在)付勢することができるので、口腔内型のものと同様に笑顔や噛挟
み運動トレーニングを行なうことができる。従って、この噛挟み具１は、より長時間にわ
たる噛挟み使用ができること、及び日常的な発声や会話に大きな支障を生じないで使用で
きるため、機能器具６の取付け使用を好適にして機能発揮を十分にすることができる。そ
して、前記機能器具６等は、接触用アーム３６ａや把持部１０や外側非噛み部２ｓ等を介
して取付けることができるほか、図９(ａ)に２点鎖線で示すように左右の接触用アーム３
６ａを連結した取付杆７ｂを介し取付けることができる。
【０１１９】
　上記噛挟み具１は、左右の接触用アーム３６ａを輪ゴム等の張り具(弾力付勢機構)の装
着によって内向き付勢する場合に、左右の顔接触部３６によって鼻の所要部を両側から摘
まむように作用させることができる。また顔接触部３６は弾力付勢機構或は運動付与機構
により前後左右及び上下等の任意方向に運動付勢支持することができ、例えば、鼻孔内に
差し入れた顔接触部３６によって鼻孔を付勢方向に拡張したり、鼻翼に所望の刺激を簡単
安価な構成によって付与することができる。さらに、接触用アーム３６ａの中途部や顔接
触部３６を含む上部に設けた、図示しない張り具や支持部材９を介し頭部に装着支持させ
ることができる。尚、顔接触部３６は、図９の噛挟み具１に限定することなく、必要によ
り各種の実施形態のものに設けることができる。
　また図９(ｂ)に示すように噛挟み具１は、実線の舌動部５から２点鎖線で示す側面視二
股状に形成した舌動部５を、上側の口腔前庭Ｗに入れて位置させることができ、且つ図４
で記したように歯茎刺激ピース２９ａを歯と唇との間に位置保持させてもよい。また前記
図７，図８の顔筋運動手段３２を備える噛挟み具１を口腔前庭型にすると、舌動部５を口
腔前庭Ｗに位置させて噛挟みし易くしながら下唇閉じを意識させるので、入れ歯の人や子
供にも好適に使用できる利点がある。尚、噛み部２ａには厚いマウスピースの付設が望ま
しい。
【０１２０】
〔図１０口腔前庭型噛挟み具１のシリコンタイプ〕
　次に、図１０に示す口腔前庭型の噛挟み具１について説明する。尚、前記図９と同様な
構成及び作用については説明を省略する。この噛挟み具１は、左右の噛み部２ａをつなぐ
舌動部５を図９のものと同様に口腔前庭Ｗ内で下側の歯列Ｂの外側に沿う形状となし、舌
動部５の左右基部の内側下部から略平坦状又は楕円形断面の舌片状をなす噛み部２ａを突
設し、且つ左右基部の外側上部から口角接触部２ｋを形成する外側非噛み部２ｓを突設し
ている。つまり実施形態の噛挟み具１は、舌動部５の縦板状をなす基部の内側と外側に噛
み部２ａと口角接触部２ｋを設けるに、図１０(ｂ)に示すように噛み部２ａを口角接触部
２ｋから前記後方噛み距離Ｌを有して設けると共に、図１０(ｃ)に示すように口角接触部
２ｋを噛み部２ａから口角上げ距離Ｈを有して突出形成している。この噛挟み具１は、シ
リコンゴム製等の可撓性及び弾性力を有する合成樹脂材で製作することが望ましく、この
場合には全体を口内に速やかにフィットさせながら、弾力的な変形と復帰許容をして使用
感を向上させることができる。
【０１２１】
　上記構成において口角接触部２ｋは、口角後縁Ｋを引っ掛けた状態で外側に向けて接触
支持する湾曲形状となし、その端部になる外側非噛み部２ｓが口角部から外側に大きく突
出しないように短い長さにしている。これにより噛挟み具１は、舌動部５の前部側を口腔
前庭Ｗに位置させ、左右内側に突出する噛み部２ａを噛挟みながら、口角接触部２ｋを口
角部内に差し入れて口角後縁Ｋを後方上向きに付勢支持することができる。即ち、この噛
挟み具１は、噛み部２ａから口角上げ距離Ｈを有する口角接触部２ｋによって、噛み本体
２の上方側移動が規制されるので、噛み部２ａが下側歯列Ｂの奥歯表面から浮き上がるこ
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とや離脱する等の噛挟み部浮上り現象を防止することができると共に、口角接触部２ｋが
口角回動引き上げ作用をするときに、口角後縁Ｋをより上方側に向けて笑顔状態になるよ
うに押接付勢(以下単に口角上方付勢と言う)することになる。これにより噛挟み具１は、
噛み本体２の前部を舌動部５と口角接触部２ｋとによって安定支持した状態で、口角接触
部２ｋから後方噛み距離Ｌを有して噛み部２ａを最奥歯側でしっかりと安定よく噛むこと
ができ、また前記噛み直しも容易にできるので、笑顔状態をキープしながら長時間にわた
る噛挟み具１の使用を好適に行うことができる。
【０１２２】
　さらに、このため噛み部２ａは、舌動部５の基部側つまり噛み本体２の両側から内向き
に突設させる噛み部２ａをシンプルな舌片形状にすることもでき、噛み部２ａを口内に差
込み奥歯に適正噛挟み姿勢で簡単に載せることができる等、噛挟み具１の装着や取外し作
業を容易にすると共に、簡潔で意匠性に勝れた構成にしながらより安価に製作できる等の
特徴がある。また口角接触部２ｋを形成する外側非噛み部２ｓを短くし口角部から大きく
突出させない噛挟み具１は、装着姿勢を隠し外観し難くすることができ人目を気にするこ
となく使用することができる。また噛挟み具１を銜えた状態でマスクを大きく変形させる
ことなく装着できるので、通勤時の乗り物や歩行移動の時間や散歩及び家事や仕事行いな
がら行う、笑顔等のながらトレーニングを支障なく長時間にわたり楽しく有意義に行うこ
とができる利点もある。
【０１２３】
　さらに、舌動部５を口腔前庭Ｗに置く噛挟み具１は、口腔内スペースを十分に利用した
大きさや形状の舌動センサ部２８を舌動部５に支障されることなく、舌動部５又は噛み部
２a側から支持させて口内に入れることができ、且つ噛み部２ａには、噛みセンサ部２７
を設けることができ、使用者の操作性に伴う継続疲労を最小限にすることができる利点が
ある。また軟質合成樹脂や弾性部材製にした噛挟み具１は、口唇を前側に尖らして行なう
口動作によって、口角部が口角接触部２ｋを前倒し状に押しながら舌動部５等を撓ませて
口唇前尖らし動作を許容するため、母音のウやオの発声を支障なく可能にしたボイストレ
ーニングをスムーズにすることができる特徴がある。
　尚、噛み部２aは厚さ調節自在な構造にすると、チュウイングトレーニングや噛み圧を
変更して行うボイストレーニングを簡単多様に行うことができる。また必要により枕部３
や把持部１０やフック部を設ける場合には、外側非噛み部２ｓの端部に着脱又は一体的な
構造によって設けることができる。
【０１２４】
〔図１１口腔前庭型噛挟み具１の噛挟み体１ｃと口外型舌動部５〕
　次に、図１１を参照し舌動部５を口腔の前側に突出させて使用する口腔外方型の噛挟み
具１について説明する。尚、前記各実施形態のものと同様な構成及び作用については同一
符号を付し説明を省略する。この噛挟み具１は、噛み部２ａの前部外側に口角接触脚部５
ｈを介して口角接触部２ｋを有する外側非噛み部２ｓを一体的に形成した左右対称形状で
対をなす噛挟み体１ｃと、両者の前部を連結する湾曲形状の舌動部５とする内側非噛み部
２ｂとからなり、該舌動部５は図１１(ｂ)に示すように中途部を口唇の前方にＵ字状をな
す把持操作部となるように突出させている。これにより噛挟み具１は、口外から舌動部５
を把持操作して左右の噛挟み体１ｃを最奥歯側で噛んだ状態で、且つ口角接触部２ｋを口
角後縁Ｋに押接した適正噛挟み姿勢にすることができ、また噛挟み体１ｃを移動させて所
望の前歯によって噛み部２ａを噛挟みして行う等の滑舌やボイストレーニングを多様に行
うことができる等の特徴がある。
【０１２５】
　噛挟み具１の各噛挟み体１ｃは、噛み部２ａの幅を１０ミリ程度、厚さを５～７ミリ程
度とし、前記後方噛み距離Ｌは、口角後縁Ｋから後方に位置する２本の最奥歯によって噛
挟みできる長さ程度(以下単に最奥歯２本長さと言う)にした長方形ブロック体とし、該ブ
ロック体の内側後面に舌誘導面５０を形成している。この舌誘導面５０は、舌の左右基部
に位置して、最奥に縮めた舌が急速に前方移動するとき、また舌を左右に動かす際に、舌
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の動作を支障することなくスムーズにすると共に、舌との接触によって噛挟み体１ｃの位
置ずれを生じさせなくする利点がある。そして、口角上げ距離Ｈは、最奥歯により噛挟み
時に痛みを伴うことなく口角後縁Ｋを上方にできるだけ引き上げて笑顔感覚を付与できる
長さ(以下単に口角上げ高さと言う)になし、各種用途やトレーニングに最適な硬さと弾性
力を備えて構成している。尚、この場合も口角上げ距離Ｈによって前記噛挟み部浮上り現
象を防止することができる。
【０１２６】
　この噛挟み具１は図１１(ａ)に、左右の噛挟み体１ｃの前部内側を連結する２点鎖線Ｘ
で示す下側歯列Ｂの内側に沿う口腔内型の舌動部５を設けて使用してもよく、また左右の
噛挟み体１ｃの前部外側を連結する２点鎖線Ｙで示す口腔前庭型の舌動部５を設けて使用
してもよい。また上記両舌動部５を共に設けて使用する場合は、図１１ (ｂ)に示すよう
に、両者によって歯列Ｂの前後を挟むので噛挟み体１ｃの前後移動を確実に規制し適正噛
挟み姿勢を持続することができる。尚、この実施形態の場合も前記上側の歯列Ｂの外側(
口腔前庭Ｗ)及び内側に臨ませる舌動部５を所定箇所から設けることができる。
【０１２７】
　さらに、この噛挟み具１は、噛み部２ａに唾液促進具３７を設けており、その作用姿勢
において舌下基部にある唾液腺又はその近傍に接触し、接触刺激によって唾液の分泌を確
実に促進するようにしている。図示例の唾液促進具３７は、平面視Ｕ字状をなし左右端部
を左右の噛挟み体１ｃに設けた取付孔３８に着脱及び回動自在に設け、図１１(ａ)に実線
で示す作用姿勢で唾液促進を行い、前方に切換回動させた２点鎖線Ｘで示す舌動姿勢では
歯列Ｂの内側に近接させて使用することができる。尚、唾液促進具３７は前後方向の位置
調節手段を設けると各姿勢切換時の作用をより好適にすることができる。また噛み厚調節
手段を備える噛み部２ａは、標準厚さの５～７ミリから小厚と大厚に自在に調節すること
ができる。図１１(ｂ)に示す噛み厚調節手段は調節片３９を前方に向けて折り返すと２点
鎖線で示すように大厚にすることができる。
【０１２８】
〔図１２口内流線型噛挟み体１ｃのシリコン製作例〕
　次に、図１２を参照し左右の噛挟み体１ｃを口腔内で歯列Ｂの内側に沿わせる舌動部５
によって連結する口腔内方型の噛挟み具１について説明する。尚、前記各実施形態のもの
と同様な構成及び作用については同一符号を付し説明を省略する。この噛挟み具１は、左
右対称形状で対をなす噛挟み体１ｃの前部を歯列Ｂの内側に沿うように湾曲した舌動部５
で一体的に連結した、シリコン等の合成樹脂材による成形体にしている。上記噛挟み体１
ｃは、前後方向に長いブロック状に形成した噛み部２ａと、該噛み部２ａの前部外側に口
角接触部２ｋを有する外側非噛み部２ｓを口角接触脚部５ｈを介して一体的に形成してい
る。そして、舌動部５は図１２(ａ)，(ｂ)に示すように、前記口腔前距離Ｒを有して湾曲
する中途部を歯列Ｂの内側に沿って近接させる形状をなし、左右の噛み部２ａの前部内側
に可撓性及び弾性力を有して噛挟み幅を保持するように連結している。
　図示例の噛挟み具１は、噛み部２ａの前部外側に立設する口角接触脚部５ｈの外側に、
図１２(ａ)に示すようにネジや嵌合構造等の取付手段２ｔによって、所望形状の口角接触
部２ｋを着脱交換自在に取付けると共に、外側非噛み部２ｓの端部に取付杆７ｂを着脱自
在に取付ける例を示している。
【０１２９】
　左右の噛挟み体１ｃは、図１１に示すものと同様な断面形状のブロック体にする一方で
、前記後方噛み距離Ｌを最奥歯２本分の長さ程度となし、且つその後方に最奥歯１本程度
の長さを有する後延長片部５１を設け、該後延長噛み部５１の内側後面に前記した舌誘導
面５０を斜面状に形成している。これにより噛挟み時において噛挟み体１ｃは、親知らず
歯を抜いた後に口蓋左右奥との間に形成される最奥歯１本程度の空間部を、後延長片部５
１によって埋めるため、該空間部内への舌先の入り込みを防止しながら、舌誘導面５０に
よって舌を引っ掛けることなく舌運動をよりスムーズにするようにしている。
　また噛挟み体１ｃが前方移動したとき、噛み部２ａの後部に延びる後延長片部５１を最
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奥歯によって速やかに噛挟みできるので、それ以上の前方移動を阻止することができる利
点もある。尚、後延長片部５１は噛み部２ａより薄く形成することが望ましく、この場合
には抜歯することなく残っている親知らず歯との大きな接触を緩和するため、違和感を伴
うことなく噛挟みを快適にすることができる。
【０１３０】
　また噛挟み体１ｃは、噛み部２ａの前部外側に形成する口角接触脚部５ｈの内側前部と
噛み部２ａの前部とをリブ作用を奏する補強片５２によって平面視で三角状をなして接続
している。これにより補強片５２は、口角接触部２ｋが上向きの矢印で示す口角回動引き
上げ作用をするとき、口角後縁Ｋの押接反力によって口角接触脚部５ｈが安易に撓むこと
を防止し口角接触刺激を維持すると共に、平面視における噛挟み体１ｃの隅角部を無くし
ながら使用し易い流線型にする。
　そして、噛挟み具１は図１１に示すものと同様な唾液分泌促進用の唾液促進具３７を噛
み部２ａの内側面の取付孔３８に設けるに当たり、図１２(ｂ)に実線で示す作用姿勢で唾
液促進を行い、ここから前方に切換回動させる２点鎖線で示す非作用姿勢(舌動姿勢)とに
姿勢切換自在にしている。尚、この唾液促進具３７は、作用姿勢においてバネ構造によっ
て下方或は上方に向けて付勢支持すること、及び複数の取付孔３８への選択取付け等の位
置調節手段によって前後方向に作用位置を変更自在にすることができ、さらに実施形態に
係わる噛挟み具１は、前記図９，１０，１１に示す構造のほか各実施形態の要素を融合さ
せて製作することができる。
【０１３１】
　次に、図１２を参照し噛挟み具１の使用方法とその態様について説明する。先ず、噛挟
み具１を口に銜える際に使用者は、舌動部５の弾性力に抗して左右の噛挟み体１ｃの銜え
幅を狭くし両者の後部を口腔内に半差し入れ状態にしながら、舌動部５を下側歯列Ｂの内
側に沿って位置決めして手を離す。これにより左右の噛挟み体１ｃは、舌動部５の復元力
によって口腔内に内接する位置に拡開し、口角接触部２ｋを口角部内に差し入れた状態で
、噛み部２ａを最奥歯側に載置状態にして前記噛み直し動作によって最適噛挟み姿勢にし
、噛挟み具１を安定的に噛挟み支持することができる。
　これにより噛挟み具１は、噛み部２ａから口角上げ距離Ｈを有する口角接触部２ｋによ
って噛み本体２の上方側移動が規制され、噛み部２ａが下側歯列Ｂの奥歯表面から浮き上
がることや離脱する等の噛挟み部浮上り現象を防止することができ、また口角接触部２ｋ
が口角回動引き上げ作用をするときに、口角後縁Ｋをより上方側に向けて笑顔状態になる
ように口角上方付勢することになる。
【０１３２】
　また噛挟み具１は、噛み本体２の前部を舌動部５と口角接触部２ｋとによって安定支持
し、且つ口角接触部２ｋから後方噛み距離Ｌを有して噛み部２ａを最奥歯側でしっかりと
安定よく噛むことができると共に噛み直しも容易にできるので、笑顔状態をキープしなが
ら長時間にわたる噛挟み具１の使用を好適に行うことができる。
　また噛挟み体１ｃは、噛み部２ａの上面の両サイドに噛みガイド用の立壁を敢えて設け
ることなくフラット状にしているため、上歯との引っ掛かりを防止した噛挟みをスムーズ
且つ迅速にすることができると共に、矢印で示すように顎を上下して行う噛み直しや噛挟
み運動を行い易くすることができる。
【０１３３】
　尚、噛挟み体１ｃの内側下部には、必要により下歯の内側面に接当可能とするストッパ
片５３を下向きに延長させて設けることができる。この場合には、舌動部５によって拡開
方向に付勢される左右の噛挟み体１ｃを最奥歯に位置決めし易くすることができる。さら
に、図１２(ａ)，(ｃ)に２点鎖線で示すように口角接触脚部５ｈは、上下方向に大きく広
幅に形成してもよく、この場合にはその外周を口腔前庭Ｗに通ずる口角部内に大きく差入
れることができるため、口角部の内側からの接触刺激をより高めることができると共に、
噛挟み運動に伴い歯茎等の接当部をマッサージすることができ使用感を高める等の利点が
ある。また前記口腔前距離Ｒ、口角上げ距離Ｈ、後方噛み距離Ｌ、舌動部５の長さ幅等い
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づれも、口の大きさ或は好みに応じた噛挟み使用を可能とするように調節自在な構造又は
材質にすることが好ましい。
【０１３４】
　一方、図示例の噛挟み具１は、外側非噛み部２ｓに設けられるネジ等の取付手段２ｔを
介し、２点鎖線で示すような取付杆７ｂを挿入して取付けることができる。上記取付杆７
ｂはその任意箇所に前記機能器具６や付属品３ｍ等所望のものを取付けて使用することが
できる。尚、図１２(ａ)に図示する機能器具６は、呼吸法や管楽器の練習並びに発声練習
等を噛挟み運動と共に効果的に行うことができる練習具を、着脱及び取付け角度並びに位
置調節自在に設ける例を示している。
　また噛挟み具１に前記図７(ｄ)のような顔筋運動手段３２を左右設ける場合には、左右
の取付手段２ｔに対しウェイト３２ｂを有する作動部材３２ａを直接的に取付けて使用す
ることができると共に、上記したように取付けた取付杆７ｂの両側に作動部材３２ａを設
けて顔筋運動手段３２を構成してもよい。
　また噛挟み具１は、口角接触脚部５ｈに口角部から大きく突出しない形状の口角接触部
２ｋを設ける場合には、図１０で示すものと同様に、噛挟み具１を口内にいれた噛挟み装
着姿勢を隠し外観し難くすることができると共に、噛挟み具１を銜えた状態でマスクを大
きく変形させることなく装着できるので、人目を気にすることなく長時間にわたるながら
使用をすることができる等の特徴がある。
【０１３５】
〔図１３日用品利用型の噛挟み具１〕
　次に、図１３に示す日用品利用型の噛挟み具１について説明する。尚、前記各実施形態
と同様な構成及び作用については同一符号を付して説明を省略する。図示する噛挟み具１
は、多くの人が毎日使用し目につきやすい日用品として愛用される歯ブラシに着目し、そ
の柄を前記噛み本体２の構成にすることにより、歯磨き時の前又は後に噛挟みトレーニン
グを即時的に行い易くし、自発トレーニング意識の啓蒙と習慣化、また噛挟み具を口に着
脱して銜える口角部への銜え刺激回数を増やすことができる。
　即ち、図示する歯ブラシ(噛挟み具１)は図１２(ａ)の平面視において、柄(噛み本体２)
の長さ方向中央部に舌動部５を形成し、その左右基部に曲げ構造４を介し噛み部２ａと口
角接触部２ｋと外側非噛み部２ｓを形成している。これにより歯ブラシは、前記図５で示
すものと同様に噛挟み具１として使用することができる。
【０１３６】
　尚、歯ブラシは、側面視の形状を図１２(ｂ)に２点鎖線で示すように直線的にすること
もできるが、実線で示すように口角接触部２ｋを噛み部２ａから側方に向けて高くなるよ
うに傾斜させると、前記したように口角接触刺激を高めることができると共に、柄に大き
な凹凸変化を形成して興味を喚起し易くすることができる。また歯ブラシの端部には球形
状凸部を形成することが望ましく、この場合には該凸部を歯茎強化接当部として利用でき
ると共に枕部３にすることができる。さらに、柄のブラシ部５５側には、溝等の切除印５
６を付設することが好ましく、この場合には廃棄時点でのブラシ部を切除印５６を目印に
切り落とし易くすることができ、残された柄を噛挟み具１として複数箇所に複数本の備え
置きをし、日々行う滑舌等のトレーニングの促進と資源の有効活用を図ることができる。
また図示例のように柄の厚さが略７ミリで幅が１０ミリ程度の汎用型の歯ブラシは、柄の
幅方向に噛み部２ａを形成すると略１０ミリの噛み厚を有した厚噛みトレーニング用の噛
挟み具１にすることができる。
【符号の説明】
【０１３７】
１　噛挟み具（滑舌棒）
１ａ　発声トレーニング器具
１ｃ　噛挟み体
２　噛み本体
２ａ　噛み部
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２ｂ　内側非噛み部
２ｋ　口角接触部
２ｍ　頂部
２ｓ　外側非噛み部
２u　曲げ谷部
３　枕部
４　曲げ構造部
５　舌動部
５ａ　空間部
５ｃ　後屈曲部
５ｅ　屈曲谷部
６　機能器具
７　取付手段
７ｂ　取付杆
８　装着部材
９　支持部材
１０　把持部
２６　操作手段
２６ａ　操作部
２６ｂ　コントローラ
２８　舌動センサ部
Ａ　床面
Ｂ　歯列
Ｃ　外皮部
Ｄ　舌
【図１】 【図２】

【図３】
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